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株式会社リアセック

・2006年㈱リクルートのキャリア事業開発チームがスピンアウトして設立

・個人のキャリア自律を支援するため

キャリア教育プログラムの企画開発・運営実施

適性検査の開発・採点・販売

キャリアカウンセリング業務の設計・請負

キャリアカウンセラーの派遣・斡旋

自己紹介

ジェネリックスキル測定PROG

職業適性検査R-CAP

主体性開発メソッド タクナル

働くを考える カードソート



Part.0
PROGテストとは
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ジェネリックスキル測定ＰＲＯＧについて
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RIASEC INC,  All rights reserved.

「PROG」とは2012年に、河合塾とリアセックの共同開発でリリースされた汎用的技能を測定する検査です。専門に
関わらず、大卒者として社会で求められる能力・態度・志向－ジェネリックスキルを測定する、設問紙法による90
分の検査。導入校：約350大学、年間23万人が受験する、我が国で最も活用されている、外部アセスメントと
して、教学マネジメントおよび学生のキャリア支援として活用されています。2016年からは高校向け、2020年から社
会人向けもリリースされています。

知識を活用して
課題を解決する力

(≒思考力)

・情報収集力

・情報分析力
（言語処理力,非言語処理力）

・課題発見力

・構想力

経験を積むこと
で身についた

行動特性
(≒態度, 姿勢)

・ ・対人基礎力
（親和力,協働力,統率力）

・対自己基礎力
（感情制御力,自信創出力,

行動持続力）

・対課題基礎力
（課題発見力,計画立案力,

実践力）

リテラシー コンピテンシー

ＰＲＯＧテストで測定している能力要素

※リテラシーの測定方法

・単なる知識の定着ではなく、知識を
実践的に活用する力を測るため、
現実的な場面を想定したオリジナル
問題について、最適解を求めます。

・測定する能力は、問題解決のプロ
セスに必要な以下の４要素です。

※コンピテンシーの測定方法

・普段の行動特性について、どれが
正解と決められない質問を多数出題
し、実際に社会で活躍する若手社会
人とどれだけ近い回答をしたかにより、
判定します。

・測定する能力は、以下の要素です。
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PROG開発の背景 予測不能な時代に生きるため
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RIASEC INC,  All rights reserved.

●PISA型学力の基礎となる、OECD「キーコンピテンシー」に準拠
●予測不能な時代に、生きるための「ジェネリックスキル」を測
●中教審2040年グランドデザイン答申を受け、「学習成果の可視化」のための外部アセスメントとして活用
●自らの学習成果を確認し学生が主体的に学習できるよう、オンライン、対面での支援コンテンツ

ジェネリックスキルが求められる背景

技術革新 グローバル化
産業構造の

変化
働き方の変化

社会で活躍する人材像の変化
～学び続ける力＋どんな仕事にも移転可能な力が求められる世の中へ～

中央教育審議会平成２６年１２月２２日 答申

新しい能力の概念（学力の三要素 ※文部科学省）

学術的（大学）

社会的（労働の世界）

一
般
的

特
定
的

学問分野固有の
コンピテンス

学問分野共通の
コンピテンス

職業固有の
コンピテンス

学士力
ジェネリック

スキル

思考力
社会人基礎力

汎用的な
コンピテンス

＝

ＰＲＯＧの測定・育成領域
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問題解決のプロセスに沿って整理。
思考力を４つの領域に分けて、

多面的に測定。

リテラシー（思考力）の4要素（問題数：30問40分）
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<情報収集力のテスト項目>
１.情報検索
-情報源の特性
-目的に応じた検索の方法名

２.情報の整理・保存
-情報を適切かつ効果的に活用する

ための方法など

３.一次情報の収集
-目的に応じた調査方法など

<構想力のテスト項目>
１.解決策のアイデア出し

-広い観点から解決策の検討

２.解決策の絞り込み
-現実的な解決策の検討

３.解決策の具体化
-必要な作業をもれなく洗い出す
-具体的な作業工程・行動の計画

<情報分析力のテスト項目>
１.データ・グラフの読み取り

（+非言語処理能力）

-正確な読み取りと考察
-複数データの考察と統合

２.文献・資料の読み取り
（+言語処理能力）

-語彙の理解
-主題の読み取り
-構造的な理解

３.批判的な分析
-事実と意見の区別
-多角的な視点
-論証の検証

<課題発見力のテスト項目>
１.広い観点から問題を洗い出す

ｰ拡散思考について

２.問題点の整理・分析
-収束思考について
-問題の構造化・原因追及

３.解決する課題の設定
-課題への絞り込みの観点整理
-問題点から課題への絞り込み

学校法人 河合塾の高い問題作成技
術を使って問題解決プロセス別に作問。
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ＰＲＯＧの測定方法（リテラシー設問例）
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＜課題発見力の設問例＞

■課題発見力を構成する3要素
（１）広い観点から問題を洗い出す
（２）洗い出した問題を整理・分析する
（３）問題の中から解決すべき課題を特定する

■この問題は、
（３）問題の中から解決すべき課題を特定する力を測定

正解： Ｘ＝⑤ Ｙ＝④ Ｚ＝⑧

■設定された条件下における妥当解を考えます。
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コンピテンシー（態度姿勢）３要素（問題数195問、40分）
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■社会ニーズを網羅した設問項目
2000年以降に実施された９種類の社会ニーズアンケートで収集した全407の項目をリクルートワークス研究所と協力して「社会人として成果をあげるために
必要な要素」として整理しました。多様な領域を網羅的に測定している為、大学独自で定義するジェネリックスキルとの対応付けも行い易いです。

RIASEC INC,  All rights reserved.

※コンピテンシーは、９つの構成要素の下位に３３の項目があります。
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一般的なアセスメントの懸念点（他社アセスメント）

9

RIASEC INC,  All rights reserved.

【某テストの「経験」を問う設問について】

しかし、この方法では以下の懸念があり、測定結果の客観的な比較ができません。

①反応歪曲
測定（回答）時における「社会的望ましさ」による「反応歪曲」と言われるものです。少しでも自分を良く（社会的な基準に
照らして）見せようとして、本来の自分の特性とは違うように回答することを言います。

②自尊感情による認知バイアス
自己評価で回答するようなテストの場合、自尊感情の高低という個人の特性によって、答えにブレが生じることを言います。

（自意識過剰層は高く回答し、謙遜層は低く回答する）

・従来の性格テストや能力テストにおいては、例えば５肢選択の場合、１点から５点の等間隔な配点を
前提として採点されてきました。
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自己評価による課題点（他社アセスメント）

RIASEC INC,  All rights reserved. 1

0

■ 追手門学院大学における研究結果より

２時点の変化に着目すると、
「①多面的な思考」「③チーム
内での役割の遂行」「④実行・
挑戦」は、

年次が上がるにつれて、スコ
アが下がっている。

年次が上がり、接するコミュニ
ティが変わる事で、自分を今
まで以上に俯瞰的に見た結果、
自己評価が厳しくなったと推
測される。

自己評価の場合、同様の傾
向が見られる。スコアが下が
ると自身の成長の気づきを与
えられない懸念がある。

※追手門学院大学アサーティブ研究センターと
ベネッセ教育総合研究所の共同研究報告書

「学びと成長の可視化」からその先へ
─アサーティブプログラム・アサーティブ入試
の実証的研究で見えてきたこと─より引用
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学生の自己評価ではなく、客観的に測定が可能
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連
番

A B

１
感情に流されず、客観的な状況を分析して判断を下して
きた

客観的な情報よりも、人の気持ちや人間関係に配慮して判
断してきた

社会で活躍する若手社会人（４０００人）と学生の回答のパターンを比較し、
統計的に違いがある設問項目を抽出する（特性抽出）

設問1

若手社会人 学生 若手社会人 学生

◎ ▲

■設問の工夫
恣意的に回答できないよう（本音で回答せざるを得ない）、両義
性のある設問を採用しています。

■採点の工夫
「コンピテンシー」を社会で活躍する若手社会人と比較
（外的基準に基づいて採点）しています。

RIASEC INC,  All rights reserved.

コンピテンシー設問例
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信頼性と妥当性
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RIASEC INC,  All rights reserved.

※グローバル人材：
２５歳～４９歳の日
本人ビジネスパーソ
ン。アジアにおいて、
外国人のマネジメ
ント経験があり、か
つ、その当時のマネ
ジメントに満足して
いる者（７３５人、
平均駐在期間は約
４年）。

■信頼性と妥当性
信頼性係数を公表しています。（β版の回答傾向で分析）

又、外的基準と照らし合わせても妥当性が高いと考えます。

図１

図２

信頼性係数
（α）

0.78

課題発見力 0.80

計画立案力 0.83

実践力 0.79

親和力 0.83

協働力 0.86

統率力 0.88

感情制御力 0.79

自信創出力 0.82

行動持続力 0.75

リテラシー（問題解決力_総合）

対自己
基礎力

対人
基礎力

対課題
基礎力

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
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信頼性と妥当性

RIASEC INC,  All rights reserved.

N数
リ
テ
ラ
シ

ー

コ
ン
ピ
テ
ン
シ

ー

総
合 情

報
収
集
力

情
報
分
析
力

課
題
発
見
力

構
想
力

言
語
処
理
力

非
言
語
処
理
力

総
合

対
人
基
礎
力

対
自
己
基
礎
力

対
課
題
基
礎
力

　
親
和
力

　
協
働
力

　
統
率
力

　
感
情
制
御
力

　
自
信
創
出
力

　
行
動
持
続
力

　
課
題
発
見
力

　
計
画
立
案
力

　
実
践
力

全体 90,625 97,096 3.89 2.85 2.93 3.31 2.99 2.78 2.63 3.22 3.47 3.42 3.56 3.70 3.64 3.19 3.40 3.33 3.47 3.58 3.42 3.68

55以上 30,443 30,617 4.41 3.09 3.30 3.61 3.27 3.10 2.82 3.20 3.39 3.41 3.71 3.62 3.50 3.18 3.41 3.32 3.44 3.78 3.55 3.75

45～55未満 34,173 38,122 4.02 2.95 3.00 3.41 3.04 2.87 2.67 3.21 3.48 3.41 3.53 3.71 3.67 3.16 3.37 3.34 3.45 3.56 3.37 3.70

BF+45未満 22,321 24,729 2.91 2.34 2.26 2.69 2.46 2.14 2.28 3.23 3.55 3.42 3.40 3.78 3.73 3.23 3.40 3.28 3.51 3.34 3.35 3.54

なし（偏差値不明） 2,910 2,854 3.98 2.80 3.01 3.60 3.25 2.93 2.52 3.28 3.55 3.55 3.49 3.84 3.79 3.08 3.49 3.52 3.52 3.47 3.32 3.75

リテラシー コンピテンシー

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

55以上 45～55未満 BF+45未満 なし（偏差値不明）

リテラシーは、
入学の難易度が

高いほど水準高い コンピテンシーは、リテラシー
ほどには、入学難易度による

差は見られない
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特に、対人基礎力、
対自己基礎力での
差が大きい

親和力、協働力、統
率力、感情制御力、
自信創出力、行動
持続力のそれぞれの
要素で、大きく差が
開いている

■卒業後の進路調査に協力が得られた約10000名の分析結果。
■優良企業（JPX日経400※）とその他企業（非優良企業）に就職した学生のPROGスコアを比較

すると、優良企業への就職者のコンピテンシーが総じて高い傾向を示します。

14

学生の進路調査に見るＰＲＯＧの妥当性

PROGスコア
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社会人調査に見るＰＲＯＧの妥当性（ＰＲＯＧ白書2021：卒業生調査より）

※表中の数字はパス係数
※**は１％有意、 *は５%有意の意味

コンピテンシー

リテラシー

●PROGスコア

仕事評価

●Q10_5

仕事満足度

●Q10_6

成長実感

●Q10_2

仕事の意欲度
（動機・やる気）

●Q10_3

キャリア自律度
（統制感、

自信・効力感）

●Q10_4

.２９** .２０**

.１２*
.３５**

.１５**

.３０**

.４１**

.２２**

授業科目の
習得度

（自己評価）

●FAC3

大学時代

.２９**

.３９**

.３３**

.２１**

自主的な
学び

●Q10_1

現在の仕事に対する自己評価

指標名 Q10の質問項目

Q10_1
自主的な

学び

仕事に必要なスキルを、職場外で

自主的に学んでいる

Q10_2 成長実感
現在の職場での仕事を通じた成

長実感

Q10_3 仕事の意欲
現在の仕事には意欲的に取り組

むことができる

Q10_4
キャリア

自律度

これからのキャリアや人生を自分で

切り開いていける

Q10_5 仕事評価 現在の職場で評価されている

Q10_6
仕事

満足度

現在の職場での仕事に対する満

足度

Ｙ＝ ａＸ+ ｂ
パス係数は、回帰（偏回帰）係数とほぼ同義

■就業経験3〜5年の社会人に対して行った調査を基に、パス解析を行った結果。

■学生時代のコンピテンシーの高低（PROGスコア）が、現在の「仕事評価」と「キャリア自律度」に直接に影響

している様子が分かります。

出所 PROG白書2021
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親和力

協働力

統率力

感情制御力

自信創出力

行動持続力

課題発見力
計画立案力

実践力

専門知識一般教養

外国語能力

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ能力

ﾘﾃﾗｼｰ情報収集力ﾘﾃﾗｼｰ情報分析力

ﾘﾃﾗｼｰ課題発見力

ﾘﾃﾗｼｰ構想力

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

2.8 3.0 3.2 3.4 3.6 3.8

必
要
度

習得度（自己評価）

全国13大学卒業生調査ポートフォリオ分析

対人基礎力

対自己基礎力

対課題基礎力

教養・知識系

問題解決能力

※現在の仕事で必要度が高い
コンピテンシー領域

修得度平均：3.45

必
要
度
平
均
：
3
.6
8

授業科目

リテラシー

現在の仕事に求められるコンピテンシー（ＰＲＯＧ白書2021：卒業生調査より）

■就業経験3〜5年の社会人に対して行った調査結果（2021年）を見ると、現在の仕事における
必要な能力・スキル（5肢選択）の上位には、コンンピテンシーの要素が集中します。

■2012年当時に調査・定義した能力が、現在においても必要とされていることが分かります。

出所 PROG白書2021
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多くの大学で活用されているため客観評価が可能
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図２：学問系統別

図１：偏差値別

人文

科学, 

11%

社会科

学, 35%

理学, 4%

工学, 

21%

農業, 2%

保健, 7%

家政, 3%

教育, 7%

芸術, 2%
その他, 

8%

40未満, 

25%

40以上45

未満, 

14%45以上50

未満, 

25%

50以上55

未満, 

20%

55以上60

未満, 

13%

60以上, 

4%

■受験者について
2012年のリリース以来、毎年導入校数、受験者数は伸びており、
2021年度単年度実績で導入校数約350大学、受験者数単年度：約23万人

RIASEC INC,  All rights reserved.

受験者内訳

（参考）※ディプロマサプリメントでの活用
〜東京都市大学 ＨＰより〜

■主な導入実績大学
（ 学部での一部導入も含む）

＜国立大学＞

・北海道大学
・東北大学
・東京工業大学
・大阪大学
・九州工業大学
・佐賀大学
・熊本大学 他

＜私立大学＞

・日本大学
・東洋大学
・東海大学
・愛知学院大学
・立命館大学
・甲南大学
・追手門学院大学
・福岡大学 他
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第3期認証評価での外部アセスメント活用（評価結果の抜粋）

18

RIASEC INC,  All rights reserved.

●学習成果の点検項目において、外部アセスメントPROGの有効性が評価を受けている
●大学基準協会、日本高等教育機構、学位授与機構の全てにおいて評価されている
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多様な受験方法により受験率の向上、正しい測定

19

RIASEC INC,  All rights reserved.

⚫ 大学様のご要望に合わせて「マークシート受験」、「ＷＥＢ受験」の２つの受験方式をご用意しています

⚫ 「ＷＥＢ受験」では「即時採点」が可能で、WEB上での結果の閲覧および報告書のダウンロードが可能です

⚫ 「ＷＥＢ受験」による受験率向上のための、受験リマインド機能

⚫ 「WEB受験」による回答姿勢低下防止のための、チュートリアルや、タイムログによる受験時間評価ができます＊オリジナル

マークシート受験
回答用紙

ＷＥＢ受験（即時採点）マークシート受験
設問用紙
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学生の主体的な学び/自己ＰＲ作成支援が可能

20 RIASEC INC,  All rights reserved.

前回結果

経年受験の場合
前回結果の表示

（報告書の工夫）

・７段階と細かくレベル
を設定し、成長変化を

とらえやすい

・思考力（リテラシー）、
社会人基礎力（コンピ
テンシー）あわせて、
３９項目にわたり、学
生の多様な成長を可

視化

・ 視覚的・感覚的に能
力の構成要素を理解
しやすいデザイン（オー
ルカラー ９Ｐ）で丁寧

に学生に説明

・ 丁寧なオリジナルコメ
ントや、強みスタンプ、
強みランキング表示に
より学生の強みを提示

〜学生向け診断結果〜
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学生の主体的な学び/自己ＰＲ作成支援が可能

21 RIASEC INC,  All rights reserved.

各スキルをＵＰするためのアドバイス ワークシートによる行動計画（１・２

年）

自己ＰＲ作成（３年）

全４８ページの冊子（受験者全員に配布）

学生の主体的な行動を促すことを目的に編集。結果の見方のほか、ジェネリックスキルの必要性、各基礎力を学
修や学生生活の中でどうやって取り組んでいけば良いのかを詳細にアドバイス。低学年（１・２年生）は行動計

画を促すワークシート、就活前（３年生）には結果から自己ＰＲに繋げるためのワークシートを掲載。

自己ＰＲ作成で課題となる、自分らしさ（強み・弱み）を表現する「ワード（言
葉）」とそれを裏付けるエピソードを見つけやすいように。PROGの強化書では、コンパク

トながらそれらのワード集として使えるように工夫をしています。

〜学生向けハンドブック（ＰＲＯＧの強化書）〜
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結果活用講座と個別面談支援

22

【他大学の解説会終了後の学生アンケート一部抜粋】

〇自分に何が足りなかったとか、これがいいと言う事が分かりました。
また、これが、社会に出ていくにおいて、とてもためになる授業だと思いました。

〇自分では分からない、知らなかった、自分に気付けた、知れた、ことによって
これからの大学生活が楽しくなりそう。そして頑張ろうと思わせてくれたから。

〇この授業に参加した理由が、「自分をもっと知りたい」だったので今回の結果で、
自分のいい所も、これから伸ばす所も知れたので今後にいかしたいと思った。

〇自分がいままで大切にしてきたものの再確認や、これから自分がどんなアクション
を起こせばいいのかわかった。

〇最初は面倒くさそうだなと正直思ったけれど自分を知ることは大切だしすごい
自分のためになったから。今の自分を見つめ直す時間なんてそうそうないから貴重

な時間だったと思ったから。

〇自分の強みと弱みを知ることができてためになりました。特に私は計画立案力が
欠けていることを学び、今後改善していくきっかけとなりました。

受講者の多くが、強みだけではなく、弱みも肯定的にとらえ、能力
開発の為の次の行動のヒントを得られている様子が伺える。

・受験後、学生向けに解説会を通じて、下記テーマの目標に近づけていきます。
解説会スライドは大学様に提供し、学内で内製化して頂くことも可能です。

・講座テーマ
Ｌ１年生 自分の強み・弱みを確認し、今後開発していく為の行動計画を立てる
Ｌ3年生 自分の成長を振り返り、自己ＰＲにつなげていく為の自己分析支援

RIASEC INC,  All rights reserved.
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留学生への対応が可能

⚫ 英語版、タイ語版を保有し、海外大学とのPBLや留学生に対応

⚫ PROG独自のサービス

23
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進む高大接続

◼ 高校版PROG＝学びみらいPASS

◼ 高校での、探求を軸にPROGテストの活用が広がる

◼ 大学での総合型選抜での活用も始まる

24
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受験者プロフィール

25

受験日 ： 2022年5月 ～ 2023年2月

学部 学科 １年 ２年 ３年 ４年 合計

生涯スポーツ学部 スポーツ教育学科 130 0 100 0 230

健康福祉学科 30 0 31 0 61

160 0 131 0 291

教育文化学部 教育学科 123 0 114 0 237

芸術学科 36 0 40 0 76

心理カウンセリング学科 44 0 51 0 95

203 0 205 0 408

363 0 336 0 699合計

※2年と4年の受験者59名のスコアは学年相違の為。集計対象外といたしました。

※リテラシーテストについて、WEB受験時間制限45分のところ解答時間20分未満または、全30問中解答数10問以下の学生について、
解答姿勢が低かったことが想定されるため、 これらの学生のスコアを除いて集計しております。
除外対象・集計対象数と除外前スコアは下記の通りです。

■2022年度貴学WEB受験者901名の平均解答時間と平均解答数は下記の通りです。

リテラシー解答時間：30分34秒 リテラシー解答数：28.86問

リテラシー コンピテンシー リテラシー コンピテンシー

学部 学科 学年 受験人数 除外対象 集計対象 総合 総合 学年 受験人数 除外対象 集計対象 総合 総合

生涯スポーツ学部 スポーツ教育学科 1年 151 21 130 3.46 4.19 3年 146 46 100 3.31 3.85

生涯スポーツ学部 健康福祉学科 1年 37 7 30 2.84 3.62 3年 35 4 31 4.00 3.20

教育文化学部 教育学科 1年 142 19 123 3.77 3.30 3年 132 18 114 4.19 3.40

教育文化学部 芸術学科 1年 47 11 36 3.49 3.64 3年 43 3 40 4.09 3.00

教育文化学部 心理カウンセリング学科 1年 56 12 44 3.29 3.15 3年 53 2 51 4.49 3.17

除外前スコア 除外前スコア
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スポーツ教育学科
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【リテラシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

リテラシー総合 判定レベルに見る全体傾向

27※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。

凡例（リテラシー総合）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

58%
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51%
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リテラシー総合
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3.9 

1 3 5

平均（Lv.1-7）

61%

53%
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35%
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12%
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3.0 

3.3 

1 3 5

【基準集団】

★私立四年制大学全体（体育学系／偏差値
40未満）

χ2乗値 有意確率

スポーツ教育学科１年 23.42 0.00

スポーツ教育学科３年 21.20 0.00

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（体育学系／偏差値40
未満）

私立四年制大学３年（体育学系／偏差値40
未満）

8校　N=1,988

8校　N=1,332

5校　N=489

0%

0%
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【スポーツ教育学科１年】

基準集団（★印）と比較して、情報収集力、情報分析力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力の平均値は高く、課題発見力の平均値は上回る傾向にある。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向①

28

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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処理能力

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

リテラシー要素

私立四年制大学１年（体育学系／偏差値40未満） スポーツ教育学科１年
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【スポーツ教育学科３年】

基準集団（★印）と比較して、情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力の平均値は高い。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向②

29

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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3.0
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4.0
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判
定
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ル
（
５
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階
）

リテラシー要素

私立四年制大学３年（体育学系／偏差値40未満） スポーツ教育学科３年
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コンピテンシー総合 判定レベルに見る全体傾向

30

【コンピテンシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、スポーツ教育学科３年は、低レベルの分布が多く、当該能力の底上げが望まれる。

凡例（コンピテンシー総合・大分類）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。
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【基準集団】

★私立四年制大学全体（体育学系／偏差値
40未満）

χ2乗値 有意確率

スポーツ教育学科１年 5.82 0.05

スポーツ教育学科３年 2.64 0.27

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（体育学系／偏差値40
未満）

私立四年制大学３年（体育学系／偏差値40
未満）

13校　N=11,818

13校　N=6,709

10校　N=3,796

0%

0%
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コンピテンシー大分類要素 判定レベルに見る全体傾向

【対人基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

【対自己基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、スポーツ教育学科３年は、低レベルの分布が多く、当該能力の底上げが望まれる。

【対課題基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

31
※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

凡例

■ Lv.1-2（低） ■ ■ Lv.1-2（低）

■ Lv.3-5（中） ■ ■ Lv.3-5（中）

■ Lv.6-7（高） ■ ■ Lv.6-7（高）

基準集団の分布と傾向が異なる場合は、

右側の色で示す。（有意確率30%未満）
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★私立四年制大学全体（体育
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【ご参考基準集団】

17%

16%

64%

64%

19%

20%

0% 50% 100%

29%

29%

58%

57%

14%

14%

0% 50% 100%

4.1 

4.0 

1 3 5

4.1 

4.1 

1 3 5

3.6 

3.6 

1 3 5



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

32

【スポーツ教育学科１年】

基準集団（★印）と比較して、親和力、協働力、統率力、感情制御力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力の平均値は高く、

自信創出力の平均値は上回る傾向にある。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学１年（体育学系／偏差値40未満） スポーツ教育学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

33
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学１年（体育学系／偏差値40未満） スポーツ教育学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向②

34

【スポーツ教育学科３年】

基準集団（★印）と比較して、計画立案力の平均値は高く、実践力の平均値は上回る傾向にある。

一方、協働力、課題発見力の平均値は下回る傾向にあり、親和力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力の平均値は低い。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学３年（体育学系／偏差値40未満） スポーツ教育学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向②

35
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学３年（体育学系／偏差値40未満） スポーツ教育学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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今後の課題と対策 まとめ

36

親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

スポーツ教育学科１年 - ◎ ◎ - ◎ - ◎ ◎ ◎ ◎ - ◎ ◎ ◎ ◎

スポーツ教育学科３年 - ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ▲ - ▲ ▲ ▲ ▲ - ◎ -

記号のみかた

　【リテラシー総合・コンピテンシー総合】 　【リテラシー要素・コンピテンシー要素】

■・・・基準集団と比較して、低レベルの分布が多く、当該能力の底上げが望まれる ◎・・・標準誤差の下限が、基準集団を上回る

▲・・・基準集団と比較して、低・中レベルの分布が多く、当該能力の全体的な引き上げが望まれる ▲・・・標準誤差の上限が、基準集団を下回る

△・・・基準集団と比較して、中レベルの分布が多く、当該能力の一層の伸長が望まれる

　コンピテンシー　リテラシー

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

総合 総合

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力
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今後の課題と対策

37

【スポーツ教育学科１年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー 基準集団と比較して、特に課題感のある要素は見当たらないが、低・中レベル学生の一層の
能力引き上げが望まれる

■コンピテンシー 基準集団と比較して、統計的に課題のある要素を特定することは出来ないが、低・中レベル
学生の一層の能力引き上げが望まれる

強化すべき要素

【スポーツ教育学科３年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー 基準集団と比較して、特に課題感のある要素は見当たらないが、低・中レベル学生の一層の
能力引き上げが望まれる

■コンピテンシー ●親和力 相談された際は、相手の置かれた立場や背景をも汲み取って理解しようとする
誰に対しても臆せず接し人脈を広げていくことができる
築いた人脈や関係性の維持に努めることができる
人脈ネットワークを広げるために自ら場を創り、維持することができる

初対面の人たちとも、積極的に関係づくりをさせる機会を設ける
情報交換や、勉強会などを自主的に運営させる
責任ある言動によって、集団の中で信頼を獲得するよう指導する
お礼状（お礼メール）など、人脈の維持・管理に関する指導を行う

●統率力 相手や状況に関係なく、はっきりとした主張ができる
相手の立場や背景も考慮しながら、意見調整することができる
周囲の反対に合って孤立しても、正しいと思うことは粘り強く主張できる
建設的かつ創造的な議論を意識した発言ができる

クラス討議の中で、自分の意見を主張する機会を設ける
理解が得られるまで、粘り強く周囲を説得させる
討議を活発にしたり、議論が進展するような発言を指導する

●感情制御力 心を落ち着かせる自分なりの方法をもっている
緊張やプレッシャーを感じる場面でも、落ち着いて、かつ集中して取り組むことができる
ストレスの原因に自ら働きかけ、解消することができる
自分の感情を率直に伝えることで、相手との信頼関係を築くことができる

強いプレッシャーの中で、いつもの力を発揮することを繰り返し練習させる
厳しい指摘や質問にも、的確に答えることを繰り返し練習させる
ストレスの原因を冷静に見極め、その解決策を考えるよう指導する
ストレスの原因に自ら働きかけ、解消させる

●自信創出力 自分の強みや持ち味を活かす機会を逃さないようにしている
常に良い結果をイメージして、自信をもって取り組むことができる
どんな仕事や課題でも、主体性と好奇心をもって取り組むことができる
成長の機会を自ら創り出していくことができる

与えられたことでも、自分の成長のチャンスだと考えるよう指導する
失敗からも学ぶことが多いことを指導する
自分の意見や提案が、周囲から受け入れられる経験をさせる

●行動持続力 目標を定め、最後まで諦めずにやり遂げることができる
行動の検証と改善を繰り返しながら、より良い結果に結びつけることができる
課題には、自分が納得できる結果が出るように、期限ぎりぎりまで粘り強く取り組む
検証と改善を常に繰り返すことを習慣化している

レポートなど、自分の出す成果の質（水準）にとことん拘わらせる
一度始めたことは、結果がでるまで粘り強く取り組むよう指導する
行動の検証と改善を繰り返しながら、より良い結果に向かうよう指導する

強化すべき要素
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【リテラシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※健康福祉学科１年、健康福祉学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

リテラシー総合 判定レベルに見る全体傾向

39※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。

凡例（リテラシー総合）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

50%

57%

23%

37%

37%

58%

13%

7%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リテラシー総合

3.4 

3.0 

4.3 

1 3 5

平均（Lv.1-7）

57%

54%

35%

34%

8%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.1 

3.2 

1 3 5

【基準集団】

★私立四年制大学全体（福祉学系／偏差値
40未満）

χ2乗値 有意確率

健康福祉学科１年 1.18 0.55

健康福祉学科３年 9.18 0.01

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（福祉学系／偏差値40
未満）

私立四年制大学３年（福祉学系／偏差値40
未満）

13校　N=1,394

9校　N=691

7校　N=375

0%

0%
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【健康福祉学科１年】

基準集団（★印）と比較して、言語処理能力の平均値は上回る傾向にある。

一方、課題発見力、構想力、非言語処理能力の平均値は下回る傾向にあり、情報収集力、情報分析力の平均値は低い。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向①

40

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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リテラシー要素

私立四年制大学１年（福祉学系／偏差値40未満） 健康福祉学科１年
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【健康福祉学科３年】

基準集団（★印）と比較して、情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力の平均値は高い。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向②

41

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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私立四年制大学３年（福祉学系／偏差値40未満） 健康福祉学科３年
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コンピテンシー総合 判定レベルに見る全体傾向

42

【コンピテンシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※健康福祉学科１年、健康福祉学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

凡例（コンピテンシー総合・大分類）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。
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【基準集団】

★私立四年制大学全体（福祉学系／偏差値
40未満）

χ2乗値 有意確率

健康福祉学科１年 4.95 0.08

健康福祉学科３年 0.50 0.78

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（福祉学系／偏差値40
未満）

私立四年制大学３年（福祉学系／偏差値40
未満）

25校　N=12,150

22校　N=5,611

23校　N=4,346

0%

0%
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コンピテンシー大分類要素 判定レベルに見る全体傾向

【対人基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※健康福祉学科１年、健康福祉学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

【対自己基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※健康福祉学科１年、健康福祉学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

【対課題基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※健康福祉学科１年、健康福祉学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

43
※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

凡例

■ Lv.1-2（低） ■ ■ Lv.1-2（低）

■ Lv.3-5（中） ■ ■ Lv.3-5（中）

■ Lv.6-7（高） ■ ■ Lv.6-7（高）

基準集団の分布と傾向が異なる場合は、

右側の色で示す。（有意確率30%未満）
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コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

44

【健康福祉学科１年】

基準集団（★印）と比較して、親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、実践力の平均値は高く、課題発見力の平均値は上回る傾向にある。

一方、計画立案力の平均値は下回る傾向にある。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学１年（福祉学系／偏差値40未満） 健康福祉学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

45
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学１年（福祉学系／偏差値40未満） 健康福祉学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向②

46

【健康福祉学科３年】

基準集団（★印）と比較して、実践力の平均値は高く、親和力、協働力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力の平均値は上回る傾向にある。

一方、統率力の平均値は下回る傾向にある。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学３年（福祉学系／偏差値40未満） 健康福祉学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向②

47
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学３年（福祉学系／偏差値40未満） 健康福祉学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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今後の課題と対策 まとめ

48

親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

健康福祉学科１年 - ▲ ▲ - - - ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ - - ◎

健康福祉学科３年 - ◎ ◎ ◎ ◎ - - - - - - - - - ◎

記号のみかた

　【リテラシー総合・コンピテンシー総合】 　【リテラシー要素・コンピテンシー要素】

■・・・基準集団と比較して、低レベルの分布が多く、当該能力の底上げが望まれる ◎・・・標準誤差の下限が、基準集団を上回る

▲・・・基準集団と比較して、低・中レベルの分布が多く、当該能力の全体的な引き上げが望まれる ▲・・・標準誤差の上限が、基準集団を下回る

△・・・基準集団と比較して、中レベルの分布が多く、当該能力の一層の伸長が望まれる

　コンピテンシー　リテラシー

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

総合 総合

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力
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今後の課題と対策

49

【健康福祉学科１年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー ●情報収集力 収集すべき情報の特性や情報源の信憑性が理解できる 目的に応じた検索方法・情報源の活用を求める／書籍や雑誌、新聞などの特性を理解し活

用させる／インターネットの問題点を認識させた上で活用させる／情報の作成者や発信元
を調べ情報の信頼性を確認させる／知識をノートにまとめ整理させる／情報をテーマごとに

分類しファイルリングさせる

●情報分析力 図表や文章から読み取った内容の関係を論理的に思考し、構造化することができる データ・グラフから読み取れる事実の背景や要因を考察させる／語彙を理解し概念を正確
に捉えるようにする／書かれている内容を客観的に捉えるようにする／客観的な事実と主

観的な意見とを区別させる／論理の矛盾や飛躍がないかを検証させる

■コンピテンシー 基準集団と比較して、統計的に課題のある要素を特定することは出来ないが、低・中レベル
学生の一層の能力引き上げが望まれる

強化すべき要素

【健康福祉学科３年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー 基準集団と比較して、特に課題感のある要素は見当たらないが、低・中レベル学生の一層の
能力引き上げが望まれる

■コンピテンシー 基準集団と比較して、統計的に課題のある要素を特定することは出来ないが、低・中レベル
学生の一層の能力引き上げが望まれる

強化すべき要素



Part.3
教育学科
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【リテラシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

リテラシー総合 判定レベルに見る全体傾向

51※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。

凡例（リテラシー総合）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

49%

33%

20%

39%

48%

52%

12%

19%

28%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

リテラシー総合
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1 3 5

平均（Lv.1-7）

58%

42%

35%

43%

8%

16%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.1 

3.7 

1 3 5

【基準集団】

★私立四年制大学全体（教育系／偏差値40
未満）

χ2乗値 有意確率

教育学科１年 14.16 0.00

教育学科３年 50.53 0.00

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（教育系／偏差値40未
満）

私立四年制大学３年（教育系／偏差値40未
満）

25校　N=4,012

22校　N=2,217

19校　N=1,461

0%

0%
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【教育学科１年】

準集団（★印）と比較して、情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力の平均値は高い。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向①

52

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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私立四年制大学１年（教育系／偏差値40未満） 教育学科１年



Generic SkillsGeneric Skills

【教育学科３年】

基準集団（★印）と比較して、情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力の平均値は高い。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向②

53

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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処理能力
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定
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（
５
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階
）

リテラシー要素

私立四年制大学３年（教育系／偏差値40未満） 教育学科３年
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コンピテンシー総合 判定レベルに見る全体傾向

54

【コンピテンシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

凡例（コンピテンシー総合・大分類）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。
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【基準集団】

★私立四年制大学全体（教育系／偏差値40
未満）

χ2乗値 有意確率

教育学科１年 0.51 0.78

教育学科３年 0.56 0.76

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（教育系／偏差値40未
満）

私立四年制大学３年（教育系／偏差値40未
満）

37校　N=23,114

32校　N=12,140

33校　N=8,574

0%

0%
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コンピテンシー大分類要素 判定レベルに見る全体傾向

【対人基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

【対自己基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

【対課題基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

55
※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

凡例

■ Lv.1-2（低） ■ ■ Lv.1-2（低）

■ Lv.3-5（中） ■ ■ Lv.3-5（中）

■ Lv.6-7（高） ■ ■ Lv.6-7（高）

基準集団の分布と傾向が異なる場合は、

右側の色で示す。（有意確率30%未満）

26%

27%

27%

53%

54%

50%

21%

20%

23%

0% 50% 100%

★私立四年制大学全体（教育

系／偏差値40未満）

教育学科１年

教育学科３年

対人基礎力

29%

35%

30%

57%

53%

54%

14%

12%

16%

0% 50% 100%

対自己基礎力

34%

31%

37%

54%

56%

53%

12%

13%

11%

0% 50% 100%

対課題基礎力

3.8 

3.6 

3.7 

1 3 5
平均（Lv.1-7）

3.6 

3.4 

3.6 

1 3 5
平均（Lv.1-7）

3.4 

3.5 

3.3 

1 3 5
平均（Lv.1-7）

24%

29%

54%

52%

22%

19%

0% 50% 100%

私立四年制大学１年（教育系

／偏差値40未満）

私立四年制大学３年（教育系

／偏差値40未満）

【ご参考基準集団】

28%

31%

57%

56%

14%

13%

0% 50% 100%

35%

35%

54%

53%

12%

12%

0% 50% 100%

3.9 

3.6 

1 3 5

3.6 

3.6 

1 3 5

3.4 

3.4 

1 3 5



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

56

【教育学科１年】

基準集団（★印）と比較して、実践力の平均値は高く、計画立案力の平均値は上回る傾向にある。

一方、親和力、協働力、自信創出力、課題発見力の平均値は下回る傾向にあり、統率力、感情制御力、行動持続力の平均値は低い。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学１年（教育系／偏差値40未満） 教育学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

57
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学１年（教育系／偏差値40未満） 教育学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向②

58

【教育学科３年】

基準集団（★印）と比較して、自信創出力、課題発見力の平均値は上回る傾向にある。

一方、協働力、統率力、感情制御力、計画立案力、実践力の平均値は下回る傾向にあり、親和力、行動持続力の平均値は低い。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学３年（教育系／偏差値40未満） 教育学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向②

59
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学３年（教育系／偏差値40未満） 教育学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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今後の課題と対策 まとめ

60

親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

教育学科１年 - ◎ ◎ ◎ ◎ - - - ▲ ▲ - ▲ - - ◎

教育学科３年 - ◎ ◎ ◎ ◎ - ▲ - - - - ▲ - - -

記号のみかた

　【リテラシー総合・コンピテンシー総合】 　【リテラシー要素・コンピテンシー要素】

■・・・基準集団と比較して、低レベルの分布が多く、当該能力の底上げが望まれる ◎・・・標準誤差の下限が、基準集団を上回る

▲・・・基準集団と比較して、低・中レベルの分布が多く、当該能力の全体的な引き上げが望まれる ▲・・・標準誤差の上限が、基準集団を下回る

△・・・基準集団と比較して、中レベルの分布が多く、当該能力の一層の伸長が望まれる

　コンピテンシー　リテラシー

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

総合 総合

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力



Generic SkillsGeneric Skills

今後の課題と対策

61

【教育学科１年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー 基準集団と比較して、特に課題感のある要素は見当たらないが、低・中レベル学生の一層の

能力引き上げが望まれる

■コンピテンシー ●統率力 自分の考えを整理し、筋道を立てて伝えることができる
話し合いの場では、議論の目的を見失わずに意見を述べることができる
自分の考えを論理的かつ気持ちを込めて相手にわかりやすく伝えることができる

意見の異なる相手でも、粘り強く自分の考えを伝えることができる

自分の考えを整理して、相手にわかり易く伝えられるようにする
周囲に対して、自分の要望をはっきり伝えるようにする
表現豊かに話したり、書いたりする機会を設ける

粘り強く周囲に説明をするような機会を設ける

●感情制御力 ストレスやプレッシャーがかかる場面でも、落ち着いて対処できる
難しい課題に対しても前向きに取り組むことができる

自分がストレスを感じやすい場面を知っており、対処法を知っている
失敗に向き合い原因を徹底的に考えることができる

ストレスやプレッシャーを与えて、その中で結果を出すことを求める
限られた時間の中でも、物事に優先順位を付けて、ベストを尽くすよう指導する

難しい課題に対しても前向きに取り組み、結果を振り返るよう指導する
自分がストレスを感じやすい状況について自覚を促す

●行動持続力 目標を定め、最後まで諦めずにやり遂げることができる
行動の検証と改善を繰り返しながら、より良い結果に結びつけることができる

課題には、自分が納得できる結果が出るように、期限ぎりぎりまで粘り強く取り組む
検証と改善を常に繰り返すことを習慣化している

レポートなど、自分の出す成果の質（水準）にとことん拘わらせる
一度始めたことは、結果がでるまで粘り強く取り組むよう指導する

行動の検証と改善を繰り返しながら、より良い結果に向かうよう指導する

強化すべき要素

【教育学科３年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー 基準集団と比較して、特に課題感のある要素は見当たらないが、低・中レベル学生の一層の

能力引き上げが望まれる

■コンピテンシー ●親和力 相談された際は、相手の置かれた立場や背景をも汲み取って理解しようとする
誰に対しても臆せず接し人脈を広げていくことができる

築いた人脈や関係性の維持に努めることができる

人脈ネットワークを広げるために自ら場を創り、維持することができる

初対面の人たちとも、積極的に関係づくりをさせる機会を設ける
情報交換や、勉強会などを自主的に運営させる

責任ある言動によって、集団の中で信頼を獲得するよう指導する

お礼状（お礼メール）など、人脈の維持・管理に関する指導を行う

●行動持続力 目標を定め、最後まで諦めずにやり遂げることができる
行動の検証と改善を繰り返しながら、より良い結果に結びつけることができる

課題には、自分が納得できる結果が出るように、期限ぎりぎりまで粘り強く取り組む

検証と改善を常に繰り返すことを習慣化している

レポートなど、自分の出す成果の質（水準）にとことん拘わらせる
一度始めたことは、結果がでるまで粘り強く取り組むよう指導する

行動の検証と改善を繰り返しながら、より良い結果に向かうよう指導する

強化すべき要素
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【リテラシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

リテラシー総合 判定レベルに見る全体傾向

63※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。

凡例（リテラシー総合）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

36%
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44%
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30%
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リテラシー総合
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4.3 

1 3 5

平均（Lv.1-7）

48%

28%

43%

45%

9%

26%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.3 

4.3 

1 3 5

【基準集団】

★私立四年制大学全体（芸術系／偏差値40
未満）

χ2乗値 有意確率

芸術学科１年 0.29 0.87

芸術学科３年 2.51 0.29

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（芸術系／偏差値40未
満）

私立四年制大学３年（芸術系／偏差値40未
満）

7校　N=759

5校　N=284

5校　N=468

0%

0%
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【芸術学科１年】

基準集団（★印）と比較して、情報分析力、構想力、言語処理能力の平均値は上回る傾向にある。

一方、情報収集力、課題発見力、非言語処理能力の平均値は下回る傾向にある。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向①

64

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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リテラシー要素

私立四年制大学１年（芸術系／偏差値40未満） 芸術学科１年
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【芸術学科３年】

基準集団（★印）と比較して、情報収集力、構想力、言語処理能力の平均値は高く、課題発見力の平均値は上回る傾向にある。

一方、情報分析力、非言語処理能力の平均値は下回る傾向にある。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向②

65

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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リテラシー要素

私立四年制大学３年（芸術系／偏差値40未満） 芸術学科３年
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コンピテンシー総合 判定レベルに見る全体傾向

66

【コンピテンシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※芸術学科１年、芸術学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

凡例（コンピテンシー総合・大分類）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。

42%

36%

35%

51%

56%

63%

7%

8%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コンピテンシー総合

3.0 

3.3 

3.1 

1 3 5

平均（Lv.1-7）

44%

39%

50%

53%

6%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.9 

3.1 

1 3 5

【基準集団】

★私立四年制大学全体（芸術系／偏差値40
未満）

χ2乗値 有意確率

芸術学科１年 0.52 0.77

芸術学科３年 2.52 0.28

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（芸術系／偏差値40未
満）

私立四年制大学３年（芸術系／偏差値40未
満）

11校　N=5,150

9校　N=2,790

11校　N=2,257

0%

0%
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コンピテンシー大分類要素 判定レベルに見る全体傾向

【対人基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※芸術学科１年、芸術学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

【対自己基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※芸術学科１年、芸術学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

【対課題基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※芸術学科１年、芸術学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

67
※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

凡例

■ Lv.1-2（低） ■ ■ Lv.1-2（低）

■ Lv.3-5（中） ■ ■ Lv.3-5（中）

■ Lv.6-7（高） ■ ■ Lv.6-7（高）

基準集団の分布と傾向が異なる場合は、

右側の色で示す。（有意確率30%未満）
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コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

68

【芸術学科１年】

基準集団（★印）と比較して、親和力、協働力、統率力、行動持続力、計画立案力の平均値は高く、感情制御力、自信創出力、実践力の平均値は上回る傾向にある。

一方、課題発見力の平均値は下回る傾向にある。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学１年（芸術系／偏差値40未満） 芸術学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

69
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学１年（芸術系／偏差値40未満） 芸術学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向③

70

【芸術学科３年】

基準集団（★印）と比較して、協働力、感情制御力の平均値は高く、親和力、統率力、自信創出力、計画立案力の平均値は上回る傾向にある。

一方、行動持続力の平均値は下回る傾向にあり、課題発見力、実践力の平均値は低い。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学３年（芸術系／偏差値40未満） 芸術学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向②

71
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学３年（芸術系／偏差値40未満） 芸術学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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今後の課題と対策 まとめ

72

親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

芸術学科１年 - - - - - - ◎ ◎ ◎ - - ◎ - ◎ -

芸術学科３年 - ◎ - - ◎ - - ◎ - ◎ - - ▲ - ▲

記号のみかた

　【リテラシー総合・コンピテンシー総合】 　【リテラシー要素・コンピテンシー要素】

■・・・基準集団と比較して、低レベルの分布が多く、当該能力の底上げが望まれる ◎・・・標準誤差の下限が、基準集団を上回る

▲・・・基準集団と比較して、低・中レベルの分布が多く、当該能力の全体的な引き上げが望まれる ▲・・・標準誤差の上限が、基準集団を下回る

△・・・基準集団と比較して、中レベルの分布が多く、当該能力の一層の伸長が望まれる

　コンピテンシー　リテラシー

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

総合 総合

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力
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今後の課題と対策

73

【芸術学科１年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー 基準集団と比較して、特に課題感のある要素は見当たらないが、低・中レベル学生の一層の
能力引き上げが望まれる

■コンピテンシー 基準集団と比較して、統計的に課題のある要素を特定することは出来ないが、低・中レベル
学生の一層の能力引き上げが望まれる

強化すべき要素

【芸術学科３年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー 基準集団と比較して、特に課題感のある要素は見当たらないが、低・中レベル学生の一層の

能力引き上げが望まれる

■コンピテンシー ●課題発見力 課題に応じて様々な方法で情報を集めることができる
定量データを客観的に分析し、複数の因果関係の仮説を立てることができる

課題に応じて、定性的な情報や、定量的なデータを収集し、適切に整理・分析できる

物事の因果関係を、論理的に考える機会を設ける
問題の本質に迫るために、自分で納得するまで深く考えさせるようにする

定性的な情報と定量的な情報の両方の観点から分析させる

●実践力 計画を実行しながら、遅れや予想外の事態に応じて行動を修正することができる
うまくいかなかった場合、原因を追求し次に役立てることができる

チームの他の人の様子に気を配りながら、物事を進めることができる

進捗状況を確認しつつ、自ら率先して行動することができる

想定外の事態に対処して、計画を変更しながら目標に向かうような経験をさせる
グループ全体の進捗状況に配慮しながら、自ら率先して行動するようにさせる

行動の結果を振り返り、良かった点、悪かった点を考え、改善策を考える機会を設ける

グループで活動を振り返り、各自の役割貢献について内省する機会を設ける

強化すべき要素



Part.5
心理カウンセリング学科
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【リテラシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※心理カウンセリング学科１年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

リテラシー総合 判定レベルに見る全体傾向

75※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。

凡例（リテラシー総合）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-3） 中（Lv.4-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

36%

39%
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46%

52%

51%

17%

9%

27%
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リテラシー総合

3.9 

3.7 

4.6 

1 3 5

平均（Lv.1-7）

43%

29%

46%

47%

11%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.6 

4.2 

1 3 5

【基準集団】

★私立四年制大学全体（心理学系／偏差値
40未満）

χ2乗値 有意確率

心理カウンセリング学科１年 2.08 0.35

心理カウンセリング学科３年 6.35 0.04

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（心理学系／偏差値40
未満）

私立四年制大学３年（心理学系／偏差値40
未満）

13校　N=1,722

12校　N=798

10校　N=619

0%

0%
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【心理カウンセリング学科１年】

基準集団（★印）と比較して、課題発見力の平均値は高く、情報収集力の平均値は上回る傾向にある。

一方、非言語処理能力の平均値は下回る傾向にあり、情報分析力、構想力、言語処理能力の平均値は低い。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向①

76

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力

構想力 言語

処理能力

非言語

処理能力

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

リテラシー要素

私立四年制大学１年（心理学系／偏差値40未満） 心理カウンセリング学科１年
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【心理カウンセリング学科３年】

基準集団（★印）と比較して、情報収集力、情報分析力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力の平均値は高く、課題発見力の平均値は上回る傾向にある。

リテラシー要素 判定レベルに見る全体傾向②

77

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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リテラシー要素

私立四年制大学３年（心理学系／偏差値40未満） 心理カウンセリング学科３年
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コンピテンシー総合 判定レベルに見る全体傾向

78

【コンピテンシー総合】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※心理カウンセリング学科１年、心理カウンセリング学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

凡例（コンピテンシー総合・大分類）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 有意差は認められない

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7）
低・中位層が多く、平均が基準値より低い

（問題が内在している可能性がある）

低（Lv.1-2） 中（Lv.3-5） 高（Lv.6-7） 中・高位層が多く、平均が基準値より高い

●基準集団の分布と傾向が異なる場合（有意確率30%未満）

※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

※基準集団のグラフの色は、すべて同じ色に設定しています。
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【基準集団】

★私立四年制大学全体（心理学系／偏差値
40未満）

χ2乗値 有意確率

心理カウンセリング学科１年 5.29 0.07

心理カウンセリング学科３年 3.22 0.20

【ご参考基準集団】

私立四年制大学１年（心理学系／偏差値40
未満）

私立四年制大学３年（心理学系／偏差値40
未満）

19校　N=7,332

16校　N=3,789

17校　N=2,604

0%

0%
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コンピテンシー大分類要素 判定レベルに見る全体傾向

【対人基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※心理カウンセリング学科１年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

【対自己基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※心理カウンセリング学科１年、心理カウンセリング学科３年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

【対課題基礎力】

●基準集団（★印）と比較して、特に課題は見当たらない。

※心理カウンセリング学科１年は、サンプル数が5を下回るものがあるため、参考値とお考えください。

79
※平均グラフの先端のH状の横線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。

凡例

■ Lv.1-2（低） ■ ■ Lv.1-2（低）

■ Lv.3-5（中） ■ ■ Lv.3-5（中）

■ Lv.6-7（高） ■ ■ Lv.6-7（高）

基準集団の分布と傾向が異なる場合は、

右側の色で示す。（有意確率30%未満）
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コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向①

80

【心理カウンセリング学科１年】

基準集団（★印）と比較して、感情制御力、自信創出力、課題発見力、計画立案力、実践力の平均値は高く、

協働力、統率力、行動持続力の平均値は上回る傾向にある。

一方、親和力の平均値は下回る傾向にある。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学１年（心理学系／偏差値40未満） 心理カウンセリング学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向①
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学１年（心理学系／偏差値40未満） 心理カウンセリング学科１年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー中分類要素 判定レベルに見る全体傾向②
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【心理カウンセリング学科３年】

基準集団（★印）と比較して、親和力、協働力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力の平均値は高い。

一方、統率力の平均値は下回る傾向にある。

※各尺度の傾向に対するコメントは、以下の記述ルールによる。
１）標準誤差の下限が基準集団を上回る場合→「高い」 ２）標準誤差の上限が基準集団を下回る場合→「低い」
３）基準集団よりも大きいが、標準誤差の範囲内にある場合→「上回る傾向」 ４）基準集団よりも小さいが、標準誤差の範囲内にある場合→「下回る傾向」
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コンピテンシー中分類要素

私立四年制大学３年（心理学系／偏差値40未満） 心理カウンセリング学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 判定レベルに見る全体傾向②

83
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コンピテンシー小分類要素

私立四年制大学３年（心理学系／偏差値40未満） 心理カウンセリング学科３年

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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今後の課題と対策 まとめ
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親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

心理カウンセリング学科１年 - - ▲ ◎ ▲ - - - - ◎ ◎ - ◎ ◎ ◎

心理カウンセリング学科３年 - ◎ ◎ - ◎ - ◎ ◎ - ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

記号のみかた

　【リテラシー総合・コンピテンシー総合】 　【リテラシー要素・コンピテンシー要素】

■・・・基準集団と比較して、低レベルの分布が多く、当該能力の底上げが望まれる ◎・・・標準誤差の下限が、基準集団を上回る

▲・・・基準集団と比較して、低・中レベルの分布が多く、当該能力の全体的な引き上げが望まれる ▲・・・標準誤差の上限が、基準集団を下回る

△・・・基準集団と比較して、中レベルの分布が多く、当該能力の一層の伸長が望まれる

　コンピテンシー　リテラシー

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

総合 総合

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力
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今後の課題と対策

85

【心理カウンセリング学科１年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー ●情報分析力 図表や文章から読み取った内容の関係を論理的に思考し、構造化することができる データ・グラフから読み取れる事実の背景や要因を考察させる／語彙を理解し概念を正確

に捉えるようにする／書かれている内容を客観的に捉えるようにする／客観的な事実と主
観的な意見とを区別させる／論理の矛盾や飛躍がないかを検証させる

●構想力 いくつかの解決策の中から、制約条件を踏まえて有効な解決策を選択することができる 解決のためアイディアを自由に発想させる／フローチャートやロジックツリー、マトリクスな
どを用いて、プロセス、因果関係、優先順位などを整理させる／親和図法・KJ法などの手

法を用いて情報を分類・結合し、階層化・構造化させる

■コンピテンシー 基準集団と比較して、統計的に課題のある要素を特定することは出来ないが、低・中レベル
学生の一層の能力引き上げが望まれる

強化すべき要素

【心理カウンセリング学科３年】

目指す状態 対応策のヒント

■リテラシー 基準集団と比較して、特に課題感のある要素は見当たらないが、低・中レベル学生の一層の
能力引き上げが望まれる

■コンピテンシー 基準集団と比較して、統計的に課題のある要素を特定することは出来ないが、低・中レベル
学生の一層の能力引き上げが望まれる

強化すべき要素



Part.6
過去の１年生との比較
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受験者プロフィール

87

2019年度 １年 2020年度 １年 2021年度 １年 2022年度 １年

2019年4月
受験

2020年6月～8月
受験

2021年6月～8月
受験

2022年5月～8月
受験

生涯スポーツ学部 スポーツ教育学科 216 192 201 130

健康福祉学科 34 39 29 30

250 231 230 160

教育文化学部 教育学科 149 148 147 123

芸術学科 37 39 39 36

心理カウンセリング学科 54 58 51 44

240 245 237 203

490 476 467 363

学部 学科

合計

※リテラシーテストについて、WEB受験時間制限45分のところ解答時間20分未満または、全30問中解答数10問以下の学生について、
解答姿勢が低かったことが想定されるため、これらの学生のスコアを除いて集計しております。
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●生涯スポーツ学部１年全体、スポーツ教育学科１年、健康福祉学科１年、教育文化学部１年全体、教育学科１年、芸術学科１年、

心理カウンセリング学科１年は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー総合 （過去の受験者との比較）

88※平均グラフの先端のⅠ状の縦線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。
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2021年度に比べて、レベル３、レベル６の割合が小さく、レベル１、レベル４の割合が大き
い。

2021年度に比べて、レベル３～４、レベル６のボリュームが小さく、レベル１、レベル５の割
合が大きい。

リテラシー総合 判定レベルの分布（過去の受験者との比較） ①

89

2021年度に比べて、レベル３、レベル５の割合が小さく、レベル１、レベル４の割合が大き
い。
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2021年度に比べて、レベル５～７のボリュームが小さく、レベル１、レベル３の割合が大き
い。

2021年度に比べて、レベル６～７のボリュームが小さく、レベル１、レベル３の割合が大き
い。

2021年度に比べて、レベル５～７のボリュームが小さく、レベル１～３のボリュームが大き
い。

リテラシー総合 判定レベルの分布（過去の受験者との比較） ②

90

2021年度に比べて、レベル５～７のボリュームが小さく、レベル２、レベル４の割合が大き
い。
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【生涯スポーツ学部１年全体】

言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ①

91
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（
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リテラシー要素

生涯スポーツ学部１年全体（2019年度） 生涯スポーツ学部１年全体（2020年度）

生涯スポーツ学部１年全体（2021年度） 生涯スポーツ学部１年全体（2022年度）
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【スポーツ教育学科１年】

情報分析力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、情報収集力、課題発見力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ②

92

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力

構想力 言語

処理能力

非言語

処理能力

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

リテラシー要素

スポーツ教育学科１年（2019年度） スポーツ教育学科１年（2020年度） スポーツ教育学科１年（2021年度） スポーツ教育学科１年（2022年度）
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【健康福祉学科１年】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ③
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リテラシー要素

健康福祉学科１年（2019年度） 健康福祉学科１年（2020年度） 健康福祉学科１年（2021年度） 健康福祉学科１年（2022年度）
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【教育文化学部１年全体】、

情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ④
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リテラシー要素

教育文化学部１年全体（2019年度） 教育文化学部１年全体（2020年度）

教育文化学部１年全体（2021年度） 教育文化学部１年全体（2022年度）
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【教育学科１年】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ⑤
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リテラシー要素

教育学科１年（2019年度） 教育学科１年（2020年度） 教育学科１年（2021年度） 教育学科１年（2022年度）
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【芸術学科１年】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ⑥
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リテラシー要素

芸術学科１年（2019年度） 芸術学科１年（2020年度） 芸術学科１年（2021年度） 芸術学科１年（2022年度）
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【心理カウンセリング学科１年】

課題発見力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、情報収集力、情報分析力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ⑦
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リテラシー要素

心理カウンセリング学科１年（2019年度） 心理カウンセリング学科１年（2020年度）

心理カウンセリング学科１年（2021年度） 心理カウンセリング学科１年（2022年度）
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コンピテンシー総合 （過去の受験者との比較）

●生涯スポーツ学部１年全体、スポーツ教育学科１年、教育文化学部１年全体、芸術学科１年、心理カウンセリング学科１年は、2021年度のスコアを上回る。

●健康福祉学科１年、教育学科１年は、2021年度のスコアを下回る。

98※平均グラフの先端のⅠ状の縦線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。
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Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー総合 判定レベルの分布（過去の受験者との比較）①

2021年度に比べて、レベル３～４のボリュームが小さく、レベル６の割合が大きい。

2021年度に比べて、レベル１、レベル３～４のボリュームが小さく、レベル５～６のボリュー
ムが大きい。

2021年度に比べて、レベル４～５、レベル７のボリュームが小さく、レベル１の割合が大き
い。
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Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー総合 判定レベルの分布（過去の受験者との比較）②

2021年度に比べて、レベル３の割合が小さく、レベル７の割合が大きい。 2021年度に比べて、レベル２、レベル５の割合が小さく、レベル１の割合が大きい。

2021年度に比べて、レベル１、レベル３の割合が小さく、レベル２、レベル４～５のボリュー
ムが大きい。

2021年度に比べて、レベル３～４、レベル６のボリュームが小さく、レベル１、レベル５、レ
ベル７の割合が大きい。
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ①

【生涯スポーツ学部１年全体】

親和力、協働力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、統率力は、2021年度のスコアを下回る。
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生涯スポーツ学部１年全体（2021年度） 生涯スポーツ学部１年全体（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ②

【スポーツ教育学科１年】

親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを上回る。
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対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ③

【健康福祉学科１年】

感情制御力、自信創出力、課題発見力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、親和力、協働力、統率力、行動持続力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを下回る。
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対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ④

【教育文化学部１年全体】

協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、親和力は、2021年度のスコアを下回る。
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対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ⑤

【教育学科１年】

統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、親和力、協働力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ⑥

【芸術学科１年】

親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを上回る。
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対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ⑦

【心理カウンセリング学科１年】

協働力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、親和力、統率力は、2021年度のスコアを下回る。
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心理カウンセリング学科１年（2021年度） 心理カウンセリング学科１年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ①

【生涯スポーツ学部１年全体】
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生涯スポーツ学部１年全体（2019年度） 生涯スポーツ学部１年全体（2020年度）

生涯スポーツ学部１年全体（2021年度） 生涯スポーツ学部１年全体（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ②

【スポーツ教育学科１年】
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対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ③

【健康福祉学科１年】
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健康福祉学科１年（2019年度） 健康福祉学科１年（2020年度） 健康福祉学科１年（2021年度） 健康福祉学科１年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ④

【教育文化学部１年全体】
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対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ⑤

【教育学科１年】
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教育学科１年（2019年度） 教育学科１年（2020年度） 教育学科１年（2021年度） 教育学科１年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ⑥

【芸術学科１年】
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1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
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親
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・
受
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多
様
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解

人
脈
形
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信
頼
構
築

役
割
理
解
連
携
行
動

情
報
共
有

相
互
支
援

相
談
、
指
導
、
動
機
づ
け

話
し
あ
う

意
見
を
主
張
す
る

建
設
的
・
創
造
的
な
討
議

意
見
の
調
整
、
交
渉
、
説
得

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

独
自
性
理
解

自
己
効
力
感

楽
観
性

学
習
視
点

自
己
改
革

主
体
的
行
動

完
遂

良
い
行
動
の
習
慣
化

情
報
収
集

本
質
理
解

原
因
追
究

目
標
設
定

シ
ナ
リ
オ
構
築

計
画
評
価

リ
ス
ク
分
析

実
践
行
動

修
正
調
整

検
証
改
善

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

コンピテンシー小分類要素

芸術学科１年（2019年度） 芸術学科１年（2020年度） 芸術学科１年（2021年度） 芸術学科１年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ⑦

【心理カウンセリング学科１年】
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1.5
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・
共
感
・
受
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多
様
性
理
解

人
脈
形
成

信
頼
構
築

役
割
理
解
連
携
行
動

情
報
共
有

相
互
支
援

相
談
、
指
導
、
動
機
づ
け

話
し
あ
う

意
見
を
主
張
す
る

建
設
的
・
創
造
的
な
討
議

意
見
の
調
整
、
交
渉
、
説
得

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

独
自
性
理
解

自
己
効
力
感

楽
観
性

学
習
視
点

自
己
改
革

主
体
的
行
動

完
遂

良
い
行
動
の
習
慣
化

情
報
収
集

本
質
理
解

原
因
追
究

目
標
設
定

シ
ナ
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オ
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築
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価

リ
ス
ク
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実
践
行
動

修
正
調
整

検
証
改
善

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

コンピテンシー小分類要素

心理カウンセリング学科１年（2019年度） 心理カウンセリング学科１年（2020年度）

心理カウンセリング学科１年（2021年度） 心理カウンセリング学科１年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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ルーブリックで見る１年生の状態について（リテラシー領域①）
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定義 レベル 1 2 3 4 5

情

報

収

集

力

課題発見・課題解決に向けて、幅

広い観点から適切な情報源を見定

め、適切な手段を用いて情報を収

集・調査し、それらを適切に整理・

保存する力

簡単な情報収集の仕方

について、理解している

様々な情報収集の手段

について、その利便性と

問題点を理解できる

収集すべき情報の特性

や情報源の信憑性が理

解できる

仮説を検証するために必

要な情報を見定めて収

集し、整理保存ができる

複雑な文脈の中で、仮

説を検証するために必要

な情報を見定めて収集

し、整理保存ができる

3.2

3.2

2.8

3.5

3.6

3.3

3.4

3.2

情

報

分

析

力

事実・情報を思い込みや憶測では

なく、客観的かつ多角的に整理・分

類し、それらを統合して隠れた構造

を捉え、本質を見極める力

簡単な図表や文章を読

み取ることができる

図表や文章から、客観

的な事実や因果関係を

読み取ることができる

図表や文章から読み取っ

た内容の関係を論理的

に思考し、構造化するこ

とができる

情報を多角的に理解し、

それらを統合して本質を

とらえることができる

複雑な文脈の中で、情

報を多角的に理解し、そ

れらを統合して本質をと

らえることができる

3.2

3.3

2.5

3.1

3.2

3.1

2.9

3.0

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

教育学科１年

リテラシー

・情報源の特性を知る

　1）さまざまな情報源　2）インターネットで検索する

　3）図書館で調べる

・情報を整理・保存する

　1）ノートテイキング（講義を聴く）　2）情報をファイリングする

・アンケートとインタビュー

　1）アンケートを実施する　2）インタビューを行う

・表やグラフを読み取る

　1）図表・グラフの種類と特性

　2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント

　3）複数のグラフや表を総合して読み取る

・文献・資料を読む

　1）論理的なテキストの特性　2）論理的なテキストの読解

　3）見出しをつける　4）全体像を捉える

・批判的・多角的に分析する

　1）批判的読解とは　2）批判的読解の具体的あり方

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

教育学科１年

芸術学科１年



Generic SkillsGeneric Skills

ルーブリックで見る１年生の状態について（リテラシー領域②）
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定義 レベル 1 2 3 4 5

課

題

発

見

力

さまざまな角度、広い視野から現象

や事実を捉え、それらの背後に隠れ

ているメカニズムや原因について考

察し、解決すべき課題を発見する力

簡単な問題において、解

決すべき課題を選択する

ことができる

複数の情報を整理し、解

決すべき課題を設定する

ことができる

いくつかの問題点の中か

ら、解決すべき課題の優

先順位を理解することが

できる

複数の情報から問題の

本質を見極め、解決すべ

き課題を設定できる

複雑な文脈の中で、複

数の情報から問題の本

質を見極め、解決すべき

課題を設定できる

2.8

2.8

2.9

3.1

3.1

2.9

3.4

2.9

構

想

力

さまざまな条件・制約を考慮しなが

ら問題解決までのプロセスを構想

し、その過程で想定されるリスクやそ

の対処方法を構想する力

簡単な問題において、解

決策を選択することがで

きる

問題解決のプロセスに即

して、解決策を構想する

ことができる

いくつかの解決策の中か

ら、制約条件を踏まえて

有効な解決策を選択す

ることができる

制約条件やリスク等をふ

まえ、有効な解決策や行

動計画を構想できる

複雑な文脈の中で、制

約条件やリスク等をふま

え、有効な解決策や行

動計画を構想できる

2.9

3.0

2.5

3.1

3.3

3.2

2.7

2.8

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

・広い観点から問題点を洗い出す

　1）拡散思考について

　2）ブレーンストーミングで発想を広げる

　3）フレームワークで考える

・問題点を整理・分析する

　1）収束思考について　2）収束思考に必要な観点

　3）マップ化による整理

・発見された問題の中から、解決すべき課題を設定する

　1）問題点から課題への絞り込み

　2）課題への絞り込みに必要な観点

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

リテラシー

教育文化学部１年全体

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

・広い観点から解決策を考える

・現実味のある解決策を考える

・計画を立てる

　1）必要な作業をもれなく洗い出す

　2）具体的な行動計画を考える

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年



Generic SkillsGeneric Skills

ルーブリックで見る１年生の状態について（コンピテンシー対人領域）

117

定義 レベル 1 2 3 4 5 6 7

親

和

力

他者との豊かな

関係を築く

・親しくない人には無愛想に

なりがち

・興味をもって相手の話をき

いたり相手の立場を考えた

言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接するこ

とができる

・相手の立場や気持ちを考

えたり、人間関係に配慮し

た言動を心がけている

・相手に対して自然な気配

りができる

・自分と異なる考えや意見

でも興味深く相手の話を聞

き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、

自分から気軽に話しかける

・人から相談された際は相

手の話を一生懸命聴き、

信頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し

て細やかな気遣いができる

・必要に応じて自分の気持

ちを素直に表現し人脈を広

げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の

置かれた立場や背景をも汲

み取って理解しようとする

・誰に対しても臆せず接し人

脈を広げていくことができる

・築いた人脈や関係性の維

持に努めることができる

・人脈ネットワークを広げるた

めに自ら場を創り、維持・運

営することができる

4.4

4.5

4.1

3.8

4.1

3.9

3.2

3.8

協

働

力

目標に向けて協力的に

仕事を進める

・他の人と一緒に物事に取

り組むのが苦手

・周囲の人が困っている状

況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てられ

たことは自分なりに工夫しな

がら取り組む

・周囲に気を配り、困ってい

る人には手を貸そうとする

・チームで課題に取り組む

場合には、自ら情報発信す

るなど、チームへの貢献を考

えて行動することができる

・人から相談された際に、本

人がやる気が出るよう働き

かけをすることができる

・雰囲気づくりなどを通じて

チームに貢献することができ

る

・誰かを支援する時には全

力でサポートする

・周囲との協力や働きかけ

を通じて、チームの成果に貢

献することができる

・リーダーとして、周囲の状

況への気配りや働きかけを

することができる

・チーム全体のやる気を高め

ることができる

・リーダーとして、状況や相

手に応じチームのメンバーを

動機づけることができる

・相互支援や情報を共有し

あう環境をつくることができる

4.5

4.6

4.2

3.8

4.0

4.0

3.1

3.6

統

率

力

場をよみ、

組織を動かす

・話し合いの場では議論に

消極的なことが多い

・発言の際、考えが整理し

きれず相手に言いたいことが

伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋

道を立てて伝えることができ

る

・話し合いの場では、議論

の目的を見失わずに意見を

述べることができる

・自分の考えを論理的かつ

気持ちを込めて相手にわか

りやすく伝えることができる

・意見の異なる相手でも、

粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、

はっきりとした主張ができる

・相手の立場や背景も考慮

しながら意見調整を進める

ことができる

・周囲の反対にあって孤立

しても、正しいと思うことは

粘り強く主張できる

・建設的、かつ創造的な議

論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理

や方向づけによって議論を

発展させていくことができる

・リーダーとして、チームの結

論を導くことができる

・意見が対立する中でも、

建設的に議論を導くことが

できる

・聴衆を引き込み納得させ

るようなプレゼンテーションを

することができる

3.7

3.8

3.4

3.0

2.9

3.3

2.8

3.1

教育文化学部１年全体

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

集団の中で、自分の意見を主張すると同時に、議論の活発化や

発展のために集団に働きかける。また、必要に応じて、意見の調

整、交渉、説得し、集団を合意に導く力

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

周囲や集団において、自分の役割を理解した上で互いに連携・

協力、助け合ったり、情報を共有して一緒に物事を進めていく。さ

らに、他者の相談に乗るなど働きかけ、動機づけする力

生涯スポーツ学部１年全体

教育学科１年

コンピテンシー（対人）

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

人に対して、興味をもって相手の話を聞き、相手の立場や気持ち

を思いやったり、共感し受けとめる、また多様な価値観を受け入れ

る。さらに、そうした関わりから、相手と信頼関係を築いたり、人脈

を広げていく力

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体



Generic SkillsGeneric Skills

ルーブリックで見る１年生の状態について（コンピテンシー対自己領域）
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定義 レベル 1 2 3 4 5 6 7

感

情

制

御

力

気持ちの揺れを

制御する

・自分の感情をコントロール

するのが苦手

・些細なことでも、動揺した

り落ち込んだりして、なかな

か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題

が発生した時には、落ち着

いて自分なりに対処しようと

する

・感情が多少乱れても、冷

静になって行動することがで

きる

・やらなければならないことが

たくさんあるような状況でも、

こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーがか

かる場面でも、落ち着いて

対処しできる

・難しい課題に対しても前

向きに取り組むことができる

・自分がストレスを感じやす

い場面を知っており、対処

法を考えておくことができる

・失敗に向き合い原因を徹

底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分な

りの方法をもっている

・緊張やプレッシャーを感じ

る場面でも、落ち着いて、か

つ集中して取り組むことがで

きる

・ストレスの原因に自ら働き

かけ、解消することができる

・必要に応じて自分の感情

を率直に伝えることで、相手

との信頼関係を築くことがで

きる

4.1

4.3

3.4

3.3

3.3

3.4

3.3

3.3

自

信

創

出

力

前向きな考え方や

やる気を維持する

・自分の強みがわからず、自

信をもって行動できない

・初めてのことや難しいことに

は、なかなか挑戦する気に

なれない

・自分では強みがわからない

が、人からほめられることで

自信をもつことができる

・仕事や課題に対して前向

きに取り組むことができる

・自分の強み・弱みを知って

おり、多少見通しが立たな

いことでも自分を信じて行

動できる

・機会をチャンスと捉え、楽

しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持

ち味を活かせる場面をイメー

ジすることができる

・初めてのことでも、臆せず

取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に

挑戦し、失敗しても何かを

学ぼうとする

・好きではない仕事でも、自

分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持

ち味を活かす機会を見逃さ

ない

・常に良い結果をイメージし

て、自信をもって取り組むこ

とができる

・どんな仕事や課題でも主

体性と好奇心をもって取り

組むことができる

・成長の機会を自ら創り出

していくことができる

4.0

4.0

3.7

3.3

3.5

3.3

3.0

3.2

行

動

持

続

力

主体的に動き、

良い行動を

習慣づける

・人からの指示を待って行

動することが多い

・何かに取り組んでも、最後

までやり切れないことが多い

・良いやり方や習得した技

術・知識は、すぐに試みるよ

う心がけている

・任されたことは、できるだけ

自分でやるべきことを考え行

動するようにしている

・常に良いやり方を追求し、

能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、自

発的に考え行動に移す

・取り組んだことに対しては、

自分なりに工夫しながら最

後までやり抜くようにしている

・すべきことや他者の期待を

自ら考え、責任をもって行

動することができる

・周囲からの期待以上のこ

とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦

めずにやり遂げる

・行動の検証と改善を繰り

返しながら、より良い行動に

結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりま

で、自分が納得できる結果

が出るまで粘り強く取り組む

・検証と改善を常に繰り返

すことを習慣化している

4.3

4.3

4.2

3.5

3.5

3.8

3.1

3.5私立四年制大学１年（偏差値40未満）

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

スポーツ教育学科１年

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

主体的に行動し、物事には最後まで粘り強く取り組むことができ

る。また、良い行動を習慣化する力

生涯スポーツ学部１年全体

自己の強み弱みを認識した上で、自分に自信をもって物事に取り

組むことができる。また、常に学ぶ姿勢をもち、経験の機会をうまく

とらえて挑戦していく力

コンピテンシー（対自己）

自分の感情や気持ちを認識して客観的に言動をコントロールした

り、ストレスをうまく処理することができる。また、プレッシャーを感じる

場面でも、感情をコントロールして力を発揮する力

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）
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ルーブリックで見る１年生の状態について（コンピテンシー対課題領域）

119

定義 レベル 1 2 3 4 5 6 7

課

題

発

見

力

課題の所在を明らかにし、必要

な情報分析を行う

・課題に対しての情報収集

が、適切な方法でない場合

が多い

・情報整理・分析が甘くなり

がちになる

・課題に対し、自分なりに情

報を集めることができる

・集めた情報を、客観的に

整理しようと努める

・興味のある特定の分野な

らば、情報を集めて客観的

に事実を整理、分析するこ

とができる

・分析を基に、自分なりに因

果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法

で情報を集めることができる

・定性的データを客観的に

整理し、複数の因果関係

の仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な

情報や、定量的なデータを

収集し、適切に整理、分析

できる

・より現実的な視点で、複

数の因果関係の仮説を立

てられる

・事実が複雑に絡み合って

いる問題でもデータを客観

的に整理、分析できる

・因果関係を整理し課題

解決につなげることができる

・関心分野については、常

日頃から情報収集している

・合理的な判断だけでは難

しい問題に対して、関係者

の心情を汲んで結論を出す

ことができる

3.7

3.8

3.4

3.3

3.2

3.3

3.7

3.3

計

画

立

案

力

課題解決のための

適切な計画を立てる

・自分で目標や計画を立て

ずに課題に取り組む

・立案した計画や目標が現

実的でないなど適切でない

ことが多い

・課題に対して、目標と計

画を大まかに立てることがで

きる

・立案した計画や目標に、

自分なりに取り組むことがで

きる

・条件が明確な課題であれ

ば目標や発生しそうな問題

を予め考えることができる

・予測をふまえ具体的な計

画を立て取り組むことができ

る

・経験のあることならば不確

定な部分があっても具体的

で妥当な計画を立てられる

・情報整理・分析が甘くなり

がちになる

・経験のないことでも、現実

的で妥当な計画と複数の

シナリオを考えることができる

・事前にリスクを検討、想定

し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、

途中段階の具体的な目標

も設定し、実現性を高める

ことができる

・チームでの取り組みの際、

メンバーの分担を適切に行

う

・自身やチームにとって挑戦

的な目標を設定し挑む

・制約条件や資源を考慮し

た計画を立て、状況に応じ

て柔軟に修正することができ

る

3.7

3.8

3.1

3.5

3.3

3.4

3.8

3.3

実

践

力

実践行動をとる

・やるべきことでも、なかなか

実行に移せない・実行はで

きても当初のやりかたで進め

がちで、のちに振り返ることも

少ない

・やるべきことに対して、自分

なりに試行錯誤しながら物

事を進めていくことができる

・制約条件を考えて、試行

錯誤しながら物事を進める

ことができる

・終了後には、成功か失敗

かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ

や予想外の事態に応じて行

動を修正することができる

・うまくいかなかった場合、原

因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に

気を配りながら、物事を進

めることができる

・進捗状況を確認しつつ、

自ら率先して行動することが

できる

・計画の実行中、全体の状

況に気を配ることができる

・先行きを予見し必要に応

じて、早めに全体の動きを

修正することができる

・チームでより良い成果を挙

げるため、即行動できる

・活動の振り返りを次に活

かして、チームの成果を高め

ることができる

4.1

4.2

3.8

3.8

3.8

3.6

4.0

3.5

生涯スポーツ学部１年全体

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

計画をすすんで実行し、状況に応じて柔軟に行動を修正する。ま

た、行動を振り返って検証し、次の行動の改善に結びつける力

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

教育学科１年

教育文化学部１年全体

教育学科１年

芸術学科１年

心理カウンセリング学科１年

私立四年制大学１年（偏差値40未満）

明確な目標を立て、その実現に向けて効果的な計画を立てる。ま

た、立てた計画に対して目標の実現や課題解決に向けての見通

しを立てたり、どんな問題が起こり得るかのリスクを想定して事前に

対策を講じる力

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年

教育文化学部１年全体

コンピテンシー（対課題）

適切な方法で情報を収集し、事実に基づいて客観的に分析、本

質的な問題を見極める。さらに、様々な角度から課題を分析し、

原因を明らかにする力

生涯スポーツ学部１年全体

スポーツ教育学科１年

健康福祉学科１年



Part.7
過去の３年生との比較
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受験者プロフィール

121

2019年度　３年 2020年度　３年 2021年度　３年 2022年度　３年

2019年11月～
2020年1月受験

2020年10月～
2021年1月受験

2021年11月～
2022年2月受験

2022年6月～
2023年2月受験

生涯スポーツ学部 スポーツ教育学科 171 177 178 100

健康福祉学科 22 30 24 31

193 207 202 131

教育文化学部 教育学科 125 106 130 114

芸術学科 31 23 27 40

心理カウンセリング学科 46 33 47 51

202 162 204 205

395 369 406 336

学部 学科

合計

※リテラシーテストについて、WEB受験時間制限45分のところ解答時間20分未満または、全30問中解答数10問以下の学生について、
解答姿勢が低かったことが想定されるため、これらの学生のスコアを除いて集計しております。
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●健康福祉学科３年、教育文化学部３年全体、芸術学科３年、心理カウンセリング学科３年は、2021年度のスコアを上回る。

●生涯スポーツ学部３年全体、スポーツ教育学科３年、教育学科３年は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー総合 （過去の受験者との比較）

122※平均グラフの先端のⅠ状の縦線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。
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2021年度に比べて、レベル３の割合が小さく、レベル２、レベル４の割合が大きい。

2021年度に比べて、レベル３の割合が小さく、レベル４～６のボリュームが大きい。

リテラシー総合 判定レベルの分布（過去の受験者との比較） ①

123

2021年度に比べて、レベル５の割合が小さく、レベル２、レベル４の割合が大きい。
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2021年度に比べて、レベル５の割合が小さく、レベル４の割合が大きい。 2021年度に比べて、レベル３、レベル５～６のボリュームが小さく、レベル４、レベル７の割
合が大きい。

2021年度に比べて、レベル２の割合が小さく、レベル４の割合が大きい。

リテラシー総合 判定レベルの分布（過去の受験者との比較） ②

124

2021年度に比べて、レベル１、レベル４～５のボリュームが小さく、レベル３、レベル６の割
合が大きい。
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【生涯スポーツ学部３年全体】

情報収集力、情報分析力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、課題発見力、構想力、言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ①

125
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非言語

処理能力

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

リテラシー要素

生涯スポーツ学部３年全体（2019年度） 生涯スポーツ学部３年全体（2020年度）

生涯スポーツ学部３年全体（2021年度） 生涯スポーツ学部３年全体（2022年度）
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【スポーツ教育学科３年】

情報収集力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ②
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リテラシー要素

スポーツ教育学科３年（2019年度） スポーツ教育学科３年（2020年度） スポーツ教育学科３年（2021年度） スポーツ教育学科３年（2022年度）



Generic SkillsGeneric Skills

【健康福祉学科３年】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、構想力、言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ③
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リテラシー要素

健康福祉学科３年（2019年度） 健康福祉学科３年（2020年度） 健康福祉学科３年（2021年度） 健康福祉学科３年（2022年度）
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【教育文化学部３年全体】

情報収集力、課題発見力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、情報分析力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ④

128
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リテラシー要素

教育文化学部３年全体（2019年度） 教育文化学部３年全体（2020年度）

教育文化学部３年全体（2021年度） 教育文化学部３年全体（2022年度）



Generic SkillsGeneric Skills

【教育学科３年】

情報収集力、課題発見力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、情報分析力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ⑤

129
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リテラシー要素

教育学科３年（2019年度） 教育学科３年（2020年度） 教育学科３年（2021年度） 教育学科３年（2022年度）
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【芸術学科３年】

情報収集力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ⑥
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【心理カウンセリング学科３年】

情報収集力、構想力、非言語処理能力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、情報分析力、課題発見力、言語処理能力は、2021年度のスコアを下回る。

リテラシー要素 （過去の受験者との比較） ⑦
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コンピテンシー総合 （過去の受験者との比較）

●健康福祉学科３年、芸術学科３年、心理カウンセリング学科３年は、2021年度のスコアを上回る。

●生涯スポーツ学部３年全体、スポーツ教育学科３年、教育文化学部３年全体、教育学科３年は、2021年度のスコアを下回る。

132※平均グラフの先端のⅠ状の縦線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。
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Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー総合 判定レベルの分布（過去の受験者との比較）①

2021年度に比べて、レベル５の割合が小さく、レベル２～３、レベル６のボリュームが大き
い。

2021年度に比べて、レベル５、レベル７の割合が小さく、レベル２、レベル６の割合が大き
い。

2021年度に比べて、レベル２、レベル４の割合が小さく、レベル１、レベル３、レベル６の割
合が大きい。
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Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー総合 判定レベルの分布（過去の受験者との比較）②

2021年度に比べて、レベル７の割合が小さく、レベル５の割合が大きい。 2021年度に比べて、レベル２、レベル４の割合が小さく、レベル５の割合が大きい。

2021年度に比べて、レベル１、レベル３、レベル６～７のボリュームが小さく、レベル２、レ
ベル４～５のボリュームが大きい。

2021年度に比べて、レベル１、レベル７の割合が小さく、レベル２の割合が大きい。
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Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ①

【生涯スポーツ学部３年全体】

実践力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力は、2021年度のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ②

【スポーツ教育学科３年】

親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ③

【健康福祉学科３年】

親和力、協働力、自信創出力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、統率力、感情制御力、行動持続力は、2021年度のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ④

【教育文化学部３年全体】

親和力、協働力、自信創出力、行動持続力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、統率力、感情制御力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ⑤

【教育学科３年】

親和力、協働力、統率力、自信創出力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、感情制御力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ⑥

【芸術学科３年】

親和力、協働力、自信創出力、計画立案力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、統率力、感情制御力、行動持続力、課題発見力、実践力は、2021年度のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （過去の受験者との比較） ⑦

【心理カウンセリング学科３年】

協働力、感情制御力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、2021年度のスコアを上回る。

一方、親和力、統率力、自信創出力は、2021年度のスコアを下回る。
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コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ①

【生涯スポーツ学部３年全体】
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コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ②

【スポーツ教育学科３年】
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コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ③

【健康福祉学科３年】
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意
見
の
調
整
、
交
渉
、
説
得

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

独
自
性
理
解

自
己
効
力
感

楽
観
性

学
習
視
点

自
己
改
革

主
体
的
行
動

完
遂

良
い
行
動
の
習
慣
化

情
報
収
集

本
質
理
解

原
因
追
究

目
標
設
定

シ
ナ
リ
オ
構
築

計
画
評
価

リ
ス
ク
分
析

実
践
行
動

修
正
調
整

検
証
改
善

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

コンピテンシー小分類要素

健康福祉学科３年（2019年度） 健康福祉学科３年（2020年度） 健康福祉学科３年（2021年度） 健康福祉学科３年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ④

【教育文化学部３年全体】

145

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

親
し
み
や
す
さ

気
配
り

対
人
興
味
・
共
感
・
受
容

多
様
性
理
解

人
脈
形
成

信
頼
構
築

役
割
理
解
連
携
行
動

情
報
共
有

相
互
支
援

相
談
、
指
導
、
動
機
づ
け

話
し
あ
う

意
見
を
主
張
す
る

建
設
的
・
創
造
的
な
討
議

意
見
の
調
整
、
交
渉
、
説
得

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

独
自
性
理
解

自
己
効
力
感

楽
観
性

学
習
視
点

自
己
改
革

主
体
的
行
動

完
遂

良
い
行
動
の
習
慣
化

情
報
収
集

本
質
理
解

原
因
追
究

目
標
設
定

シ
ナ
リ
オ
構
築

計
画
評
価

リ
ス
ク
分
析

実
践
行
動

修
正
調
整

検
証
改
善

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

コンピテンシー小分類要素

教育文化学部３年全体（2019年度） 教育文化学部３年全体（2020年度） 教育文化学部３年全体（2021年度） 教育文化学部３年全体（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ⑤

【教育学科３年】

146

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

親
し
み
や
す
さ

気
配
り

対
人
興
味
・
共
感
・
受
容

多
様
性
理
解

人
脈
形
成

信
頼
構
築

役
割
理
解
連
携
行
動

情
報
共
有

相
互
支
援

相
談
、
指
導
、
動
機
づ
け

話
し
あ
う

意
見
を
主
張
す
る

建
設
的
・
創
造
的
な
討
議

意
見
の
調
整
、
交
渉
、
説
得

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

独
自
性
理
解

自
己
効
力
感

楽
観
性

学
習
視
点

自
己
改
革

主
体
的
行
動

完
遂

良
い
行
動
の
習
慣
化

情
報
収
集

本
質
理
解

原
因
追
究

目
標
設
定

シ
ナ
リ
オ
構
築

計
画
評
価

リ
ス
ク
分
析

実
践
行
動

修
正
調
整

検
証
改
善

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

コンピテンシー小分類要素

教育学科３年（2019年度） 教育学科３年（2020年度） 教育学科３年（2021年度） 教育学科３年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ⑥

【芸術学科３年】

147

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

親
し
み
や
す
さ

気
配
り

対
人
興
味
・
共
感
・
受
容

多
様
性
理
解

人
脈
形
成

信
頼
構
築

役
割
理
解
連
携
行
動

情
報
共
有

相
互
支
援

相
談
、
指
導
、
動
機
づ
け

話
し
あ
う

意
見
を
主
張
す
る

建
設
的
・
創
造
的
な
討
議

意
見
の
調
整
、
交
渉
、
説
得

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

独
自
性
理
解

自
己
効
力
感

楽
観
性

学
習
視
点

自
己
改
革

主
体
的
行
動

完
遂

良
い
行
動
の
習
慣
化

情
報
収
集

本
質
理
解

原
因
追
究

目
標
設
定

シ
ナ
リ
オ
構
築

計
画
評
価

リ
ス
ク
分
析

実
践
行
動

修
正
調
整

検
証
改
善

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

コンピテンシー小分類要素

芸術学科３年（2019年度） 芸術学科３年（2020年度） 芸術学科３年（2021年度） 芸術学科３年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力



Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー小分類要素 （過去の受験者との比較） ⑦

【心理カウンセリング学科３年】
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1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

親
し
み
や
す
さ

気
配
り

対
人
興
味
・
共
感
・
受
容

多
様
性
理
解

人
脈
形
成

信
頼
構
築

役
割
理
解
連
携
行
動

情
報
共
有

相
互
支
援

相
談
、
指
導
、
動
機
づ
け

話
し
あ
う

意
見
を
主
張
す
る

建
設
的
・
創
造
的
な
討
議

意
見
の
調
整
、
交
渉
、
説
得

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ

ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

独
自
性
理
解

自
己
効
力
感

楽
観
性

学
習
視
点

自
己
改
革

主
体
的
行
動

完
遂

良
い
行
動
の
習
慣
化

情
報
収
集

本
質
理
解

原
因
追
究

目
標
設
定

シ
ナ
リ
オ
構
築

計
画
評
価

リ
ス
ク
分
析

実
践
行
動

修
正
調
整

検
証
改
善

判
定
レ
ベ
ル
（
５
段
階
）

コンピテンシー小分類要素

心理カウンセリング学科３年（2019年度） 心理カウンセリング学科３年（2020年度）

心理カウンセリング学科３年（2021年度） 心理カウンセリング学科３年（2022年度）

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力



Generic SkillsGeneric Skills

ディプロマポリシーの達成度評価❶

149

生涯スポーツ学部

(1)幅広い教養と豊かな人間性をもとに、実践的コミュニケーション力により、多様な
人々との関係づくりと協働を可能とする総合的な力を備えている。

(2)スポーツや学校教育、健康・福祉等の分野や社会の中で生まれる事柄に取り組む
ための科学的な知見と客観的な判断力を備えている。

(3)培った知識・技術を活用してスポーツや学校教育、健康・福祉の分野や地域社会
の様々な活動に取り組むための実践者としての指導力・組織力を備えている。

(4)スポーツや学校教育、健康・福祉の分野における専門的職業人としての素養を身
につけ、保健体育教諭、競技者、スポーツトレーナー、健康運動指導士、社会福
祉士、介護福祉士などになるための基礎的な能力を備えている。

親和力

協働力

情報分析力

統率力



Generic SkillsGeneric Skills

ディプロマポリシーの達成度評価❷

150

教育文化学部

(1)専門的な知職を総合的な実践力へとつなげ、教育現場や関係諸機関・企業、
そして広く地域社会において、教育文化の継承・発展に寄与する専門職業人
としての力を備えている。

(2)豊かな人間性と柔軟な思考力をもち、高い専門性と実践力を身につけ、幼児
や児童・生徒の生活や学び活動を支援できる能力を備えている。

(3)幅広い芸術文化の基礎理解と確かな専門技術を獲得し、多様な職種において
芸術性を活かし、社会貢献できる能力を備えている。

(4)心理学および精神保健福祉学の専門知識をもち、人間援助の総合的アプロー
チとしてのカウンセリングの素養を身につけ、対人支援ができる能力を備えている。

実践力

情報分析力



Generic SkillsGeneric Skills

DPのスコア化

151

遵法性

情
報
収
集
力

情
報
分
析
力

課
題
発
見
力

構
想
力

言
語
処
理
能
力

非
言
語
処
理
能
力

親
し
み
や
す
さ

気
配
り

対
人
興
味

共
感
・
受
容

多
様
性
理
解

人
脈
形
成

信
頼
構
築

役
割
理
解

連
携
行
動

情
報
共
有

相
互
支
援

相
談
・
指
導

他
者
の
動
機
づ
け

話
し
合
う

意
見
を
主
張
す
る

建
設
的
・
創
造
的

　
　
な
討
議

意
見
の
調
整

・
交
渉
・
説
得

セ
ル
フ
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス

ス
ト
レ
ス

コ
ー

ピ
ン
グ

ス
ト
レ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

独
自
性
理
解

自
己
効
力
感
・
楽
観
性

学
習
視
点

機
会
に
よ
る
自
己
変
革

主
体
的
行
動

完
遂

良
い
行
動
の
習
慣
化

情
報
収
集

本
質
理
解

原
因
追
究

目
標
設
定

シ
ナ
リ
オ
構
築

計
画
評
価

リ
ス
ク
分
析

実
践
行
動

修
正
・
調
整

検
証
・
改
善

遵
法
性
・
社
会
性

自
己
準
拠

流
暢
性
・
柔
軟
性

独
創
性
・

新
た
な
価
値
の
創
造

【知識・理解】

(1)  豊かな人間性と社会人としての幅広い教養を身に付けている。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

(2)福祉と健康に関する専門知識を身に付けている。特に介護福祉学の学位

を取得する者は介護福祉に関する専門知識、健康福祉学の学位を取得する

者は健康福祉に関する専門知識を身に付けている。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

(3)社会福祉士、介護福祉士、健康運動指導者等を目指す学生は、各養成課

程で求められる知識と技能を身に付けている。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

(4) 少子高齢社会を見据え、介護予防や認知症予防の重要性を理解してい

る。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

【思考・判断】

(5)  現代社会が抱える課題に対し、福祉と健康の両学問領域で学んだ知識

を活用し、解決策を考えることができる。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

【関心・意欲・態度】

(6)福祉課題について関心を持ち、数十年先を見据えた長期的な視野で取り

組む意欲がある。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

(7)多様な価値観を持つ人々が暮らす社会において、自らの役割を自覚する

とともに、他者と連携して活動することができる。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

【技能・表現】

(8) 円滑なコミュニケーション力と福祉と健康に関する専門技術を身に付

けている。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43

実践力

生涯スポーツ学部・健康福祉学科

リテラシー

コンピテンシー

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力 ＰＲＯＧ 非表示

親和力 協働力 統率力 創造的思考力感情制御力 自信創出力 行動持続力 課題発見力 計画立案力



Generic SkillsGeneric Skills

ルーブリックで見る３年生の状態について（リテラシー領域①）

152

定義 レベル 1 2 3 4 5

情

報

収

集

力

課題発見・課題解決に向けて、幅

広い観点から適切な情報源を見定

め、適切な手段を用いて情報を収

集・調査し、それらを適切に整理・

保存する力

簡単な情報収集の仕方

について、理解している

様々な情報収集の手段

について、その利便性と

問題点を理解できる

収集すべき情報の特性

や情報源の信憑性が理

解できる

仮説を検証するために必

要な情報を見定めて収

集し、整理保存ができる

複雑な文脈の中で、仮

説を検証するために必要

な情報を見定めて収集

し、整理保存ができる

3.8

3.8

3.7

4.0

4.0

4.1

4.0

3.4

情

報

分

析

力

事実・情報を思い込みや憶測では

なく、客観的かつ多角的に整理・分

類し、それらを統合して隠れた構造

を捉え、本質を見極める力

簡単な図表や文章を読

み取ることができる

図表や文章から、客観

的な事実や因果関係を

読み取ることができる

図表や文章から読み取っ

た内容の関係を論理的

に思考し、構造化するこ

とができる

情報を多角的に理解し、

それらを統合して本質を

とらえることができる

複雑な文脈の中で、情

報を多角的に理解し、そ

れらを統合して本質をと

らえることができる

3.2

3.2

3.3

3.4

3.4

3.1

3.4

3.2

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

教育学科３年

リテラシー

・情報源の特性を知る

　1）さまざまな情報源　2）インターネットで検索する

　3）図書館で調べる

・情報を整理・保存する

　1）ノートテイキング（講義を聴く）　2）情報をファイリングする

・アンケートとインタビュー

　1）アンケートを実施する　2）インタビューを行う

・表やグラフを読み取る

　1）図表・グラフの種類と特性

　2）グラフの「読み取り」「分析」のポイント

　3）複数のグラフや表を総合して読み取る

・文献・資料を読む

　1）論理的なテキストの特性　2）論理的なテキストの読解

　3）見出しをつける　4）全体像を捉える

・批判的・多角的に分析する

　1）批判的読解とは　2）批判的読解の具体的あり方

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

教育学科３年

芸術学科３年

DP関連項目



Generic SkillsGeneric Skills

ルーブリックで見る３年生の状態について（リテラシー領域②）

153

定義 レベル 1 2 3 4 5

課

題

発

見

力

さまざまな角度、広い視野から現象

や事実を捉え、それらの背後に隠れ

ているメカニズムや原因について考

察し、解決すべき課題を発見する力

簡単な問題において、解

決すべき課題を選択する

ことができる

複数の情報を整理し、解

決すべき課題を設定する

ことができる

いくつかの問題点の中か

ら、解決すべき課題の優

先順位を理解することが

できる

複数の情報から問題の

本質を見極め、解決すべ

き課題を設定できる

複雑な文脈の中で、複

数の情報から問題の本

質を見極め、解決すべき

課題を設定できる

3.1

3.1

3.4

3.4

3.6

3.1

3.3

3.2

構

想

力

さまざまな条件・制約を考慮しなが

ら問題解決までのプロセスを構想

し、その過程で想定されるリスクやそ

の対処方法を構想する力

簡単な問題において、解

決策を選択することがで

きる

問題解決のプロセスに即

して、解決策を構想する

ことができる

いくつかの解決策の中か

ら、制約条件を踏まえて

有効な解決策を選択す

ることができる

制約条件やリスク等をふ

まえ、有効な解決策や行

動計画を構想できる

複雑な文脈の中で、制

約条件やリスク等をふま

え、有効な解決策や行

動計画を構想できる

3.1

3.1

3.3

3.4

3.3

3.5

3.6

3.1

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

・広い観点から問題点を洗い出す

　1）拡散思考について

　2）ブレーンストーミングで発想を広げる

　3）フレームワークで考える

・問題点を整理・分析する

　1）収束思考について　2）収束思考に必要な観点

　3）マップ化による整理

・発見された問題の中から、解決すべき課題を設定する

　1）問題点から課題への絞り込み

　2）課題への絞り込みに必要な観点

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

リテラシー

教育文化学部３年全体

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

・広い観点から解決策を考える

・現実味のある解決策を考える

・計画を立てる

　1）必要な作業をもれなく洗い出す

　2）具体的な行動計画を考える

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年
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定義 レベル 1 2 3 4 5 6 7

親

和

力

他者との豊かな

関係を築く

・親しくない人には無愛想に

なりがち

・興味をもって相手の話をき

いたり相手の立場を考えた

言動をとることが苦手

・人に対して笑顔で接するこ

とができる

・相手の立場や気持ちを考

えたり、人間関係に配慮し

た言動を心がけている

・相手に対して自然な気配

りができる

・自分と異なる考えや意見

でも興味深く相手の話を聞

き、理解を示すことができる

・親しくない人に対しても、

自分から気軽に話しかける

・人から相談された際は相

手の話を一生懸命聴き、

信頼を得ることができる

・個人や周囲の状況に対し

て細やかな気遣いができる

・必要に応じて自分の気持

ちを素直に表現し人脈を広

げる行動をとることができる

・相談された際は、相手の

置かれた立場や背景をも汲

み取って理解しようとする

・誰に対しても臆せず接し人

脈を広げていくことができる

・築いた人脈や関係性の維

持に努めることができる

・人脈ネットワークを広げるた

めに自ら場を創り、維持・運

営することができる

4.0

4.0

4.0

3.9

3.9

3.7

3.9

3.7

協

働

力

目標に向けて協力的に

仕事を進める

・他の人と一緒に物事に取

り組むのが苦手

・周囲の人が困っている状

況に気づかないことが多い

・集団の中で、割り当てられ

たことは自分なりに工夫しな

がら取り組む

・周囲に気を配り、困ってい

る人には手を貸そうとする

・チームで課題に取り組む

場合には、自ら情報発信す

るなど、チームへの貢献を考

えて行動することができる

・人から相談された際に、本

人がやる気が出るよう働き

かけをすることができる

・雰囲気づくりなどを通じて

チームに貢献することができ

る

・誰かを支援する時には全

力でサポートする

・周囲との協力や働きかけ

を通じて、チームの成果に貢

献することができる

・リーダーとして、周囲の状

況への気配りや働きかけを

することができる

・チーム全体のやる気を高め

ることができる

・リーダーとして、状況や相

手に応じチームのメンバーを

動機づけることができる

・相互支援や情報を共有し

あう環境をつくることができる

4.0

4.1

3.7

3.8

3.9

3.6

3.5

3.5

統

率

力

場をよみ、

組織を動かす

・話し合いの場では議論に

消極的なことが多い

・発言の際、考えが整理し

きれず相手に言いたいことが

伝わらないことが多い

・自分の考えを整理し、筋

道を立てて伝えることができ

る

・話し合いの場では、議論

の目的を見失わずに意見を

述べることができる

・自分の考えを論理的かつ

気持ちを込めて相手にわか

りやすく伝えることができる

・意見の異なる相手でも、

粘り強く自分の考えを話す

・相手や状況に関係なく、

はっきりとした主張ができる

・相手の立場や背景も考慮

しながら意見調整を進める

ことができる

・周囲の反対にあって孤立

しても、正しいと思うことは

粘り強く主張できる

・建設的、かつ創造的な議

論を意識した発言ができる

・全員に発言を促し、整理

や方向づけによって議論を

発展させていくことができる

・リーダーとして、チームの結

論を導くことができる

・意見が対立する中でも、

建設的に議論を導くことが

できる

・聴衆を引き込み納得させ

るようなプレゼンテーションを

することができる

3.2

3.3

2.7

3.0

3.2

3.1

2.6

3.0

教育文化学部３年全体

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

集団の中で、自分の意見を主張すると同時に、議論の活発化や

発展のために集団に働きかける。また、必要に応じて、意見の調

整、交渉、説得し、集団を合意に導く力

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

周囲や集団において、自分の役割を理解した上で互いに連携・

協力、助け合ったり、情報を共有して一緒に物事を進めていく。さ

らに、他者の相談に乗るなど働きかけ、動機づけする力

生涯スポーツ学部３年全体

教育学科３年

コンピテンシー（対人）

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

人に対して、興味をもって相手の話を聞き、相手の立場や気持ち

を思いやったり、共感し受けとめる、また多様な価値観を受け入れ

る。さらに、そうした関わりから、相手と信頼関係を築いたり、人脈

を広げていく力

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

DP関連項目

DP関連項目

DP関連項目
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定義 レベル 1 2 3 4 5 6 7

感

情

制

御

力

気持ちの揺れを

制御する

・自分の感情をコントロール

するのが苦手

・些細なことでも、動揺した

り落ち込んだりして、なかな

か立ち直れないことが多い

・人間関係など身近な問題

が発生した時には、落ち着

いて自分なりに対処しようと

する

・感情が多少乱れても、冷

静になって行動することがで

きる

・やらなければならないことが

たくさんあるような状況でも、

こなしていくことができる

・ストレスやプレッシャーがか

かる場面でも、落ち着いて

対処しできる

・難しい課題に対しても前

向きに取り組むことができる

・自分がストレスを感じやす

い場面を知っており、対処

法を考えておくことができる

・失敗に向き合い原因を徹

底的に考えることができる

・心を落ち着かせる、自分な

りの方法をもっている

・緊張やプレッシャーを感じ

る場面でも、落ち着いて、か

つ集中して取り組むことがで

きる

・ストレスの原因に自ら働き

かけ、解消することができる

・必要に応じて自分の感情

を率直に伝えることで、相手

との信頼関係を築くことがで

きる

3.6

3.7

3.2

3.4

3.4

3.5

3.2

3.3

自

信

創

出

力

前向きな考え方や

やる気を維持する

・自分の強みがわからず、自

信をもって行動できない

・初めてのことや難しいことに

は、なかなか挑戦する気に

なれない

・自分では強みがわからない

が、人からほめられることで

自信をもつことができる

・仕事や課題に対して前向

きに取り組むことができる

・自分の強み・弱みを知って

おり、多少見通しが立たな

いことでも自分を信じて行

動できる

・機会をチャンスと捉え、楽

しんで取り組むことができる

・自分ならではの強みや持

ち味を活かせる場面をイメー

ジすることができる

・初めてのことでも、臆せず

取り組むことができる

・難しいことでも、積極的に

挑戦し、失敗しても何かを

学ぼうとする

・好きではない仕事でも、自

分なりに工夫して取り組む

・自分ならではの強みや持

ち味を活かす機会を見逃さ

ない

・常に良い結果をイメージし

て、自信をもって取り組むこ

とができる

・どんな仕事や課題でも主

体性と好奇心をもって取り

組むことができる

・成長の機会を自ら創り出

していくことができる

3.6

3.7

3.1

3.4

3.6

3.3

3.1

3.2

行

動

持

続

力

主体的に動き、

良い行動を

習慣づける

・人からの指示を待って行

動することが多い

・何かに取り組んでも、最後

までやり切れないことが多い

・良いやり方や習得した技

術・知識は、すぐに試みるよ

う心がけている

・任されたことは、できるだけ

自分でやるべきことを考え行

動するようにしている

・常に良いやり方を追求し、

能力向上を心がけている

・何かに取り組む時には、自

発的に考え行動に移す

・取り組んだことに対しては、

自分なりに工夫しながら最

後までやり抜くようにしている

・すべきことや他者の期待を

自ら考え、責任をもって行

動することができる

・周囲からの期待以上のこ

とを主体的に行う

・目標を定め、最後まで諦

めずにやり遂げる

・行動の検証と改善を繰り

返しながら、より良い行動に

結びつけることができる

・課題には期限ぎりぎりま

で、自分が納得できる結果

が出るまで粘り強く取り組む

・検証と改善を常に繰り返

すことを習慣化している

3.8

4.0

3.3

3.4

3.5

3.3

3.5

3.4私立四年制大学３年（偏差値40未満）

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

スポーツ教育学科３年

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

主体的に行動し、物事には最後まで粘り強く取り組むことができ

る。また、良い行動を習慣化する力

生涯スポーツ学部３年全体

自己の強み弱みを認識した上で、自分に自信をもって物事に取り

組むことができる。また、常に学ぶ姿勢をもち、経験の機会をうまく

とらえて挑戦していく力

コンピテンシー（対自己）

自分の感情や気持ちを認識して客観的に言動をコントロールした

り、ストレスをうまく処理することができる。また、プレッシャーを感じる

場面でも、感情をコントロールして力を発揮する力

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）
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定義 レベル 1 2 3 4 5 6 7

課

題

発

見

力

課題の所在を明らかにし、必要

な情報分析を行う

・課題に対しての情報収集

が、適切な方法でない場合

が多い

・情報整理・分析が甘くなり

がちになる

・課題に対し、自分なりに情

報を集めることができる

・集めた情報を、客観的に

整理しようと努める

・興味のある特定の分野な

らば、情報を集めて客観的

に事実を整理、分析するこ

とができる

・分析を基に、自分なりに因

果関係の仮説を立てられる

・課題に応じ、様々な方法

で情報を集めることができる

・定性的データを客観的に

整理し、複数の因果関係

の仮説を立てることができる

・課題に応じて、定性的な

情報や、定量的なデータを

収集し、適切に整理、分析

できる

・より現実的な視点で、複

数の因果関係の仮説を立

てられる

・事実が複雑に絡み合って

いる問題でもデータを客観

的に整理、分析できる

・因果関係を整理し課題

解決につなげることができる

・関心分野については、常

日頃から情報収集している

・合理的な判断だけでは難

しい問題に対して、関係者

の心情を汲んで結論を出す

ことができる

3.4

3.4

3.2

3.4

3.3

3.0

3.8

3.5

計

画

立

案

力

課題解決のための

適切な計画を立てる

・自分で目標や計画を立て

ずに課題に取り組む

・立案した計画や目標が現

実的でないなど適切でない

ことが多い

・課題に対して、目標と計

画を大まかに立てることがで

きる

・立案した計画や目標に、

自分なりに取り組むことがで

きる

・条件が明確な課題であれ

ば目標や発生しそうな問題

を予め考えることができる

・予測をふまえ具体的な計

画を立て取り組むことができ

る

・経験のあることならば不確

定な部分があっても具体的

で妥当な計画を立てられる

・情報整理・分析が甘くなり

がちになる

・経験のないことでも、現実

的で妥当な計画と複数の

シナリオを考えることができる

・事前にリスクを検討、想定

し、手を打つことができる

・長期的な目標と同時に、

途中段階の具体的な目標

も設定し、実現性を高める

ことができる

・チームでの取り組みの際、

メンバーの分担を適切に行

う

・自身やチームにとって挑戦

的な目標を設定し挑む

・制約条件や資源を考慮し

た計画を立て、状況に応じ

て柔軟に修正することができ

る

3.7

3.7

3.4

3.5

3.3

3.3

4.2

3.4

実

践

力

実践行動をとる

・やるべきことでも、なかなか

実行に移せない・実行はで

きても当初のやりかたで進め

がちで、のちに振り返ることも

少ない

・やるべきことに対して、自分

なりに試行錯誤しながら物

事を進めていくことができる

・制約条件を考えて、試行

錯誤しながら物事を進める

ことができる

・終了後には、成功か失敗

かを振り返る

・計画を実行しながら、遅れ

や予想外の事態に応じて行

動を修正することができる

・うまくいかなかった場合、原

因を追求し次に役立てる

・チームの他の人の様子に

気を配りながら、物事を進

めることができる

・進捗状況を確認しつつ、

自ら率先して行動することが

できる

・計画の実行中、全体の状

況に気を配ることができる

・先行きを予見し必要に応

じて、早めに全体の動きを

修正することができる

・チームでより良い成果を挙

げるため、即行動できる

・活動の振り返りを次に活

かして、チームの成果を高め

ることができる

3.9

3.9

3.8

3.6

3.5

3.1

4.4

3.7

生涯スポーツ学部３年全体

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

計画をすすんで実行し、状況に応じて柔軟に行動を修正する。ま

た、行動を振り返って検証し、次の行動の改善に結びつける力

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

教育学科３年

教育文化学部３年全体

教育学科３年

芸術学科３年

心理カウンセリング学科３年

私立四年制大学３年（偏差値40未満）

明確な目標を立て、その実現に向けて効果的な計画を立てる。ま

た、立てた計画に対して目標の実現や課題解決に向けての見通

しを立てたり、どんな問題が起こり得るかのリスクを想定して事前に

対策を講じる力

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

教育文化学部３年全体

コンピテンシー（対課題）

適切な方法で情報を収集し、事実に基づいて客観的に分析、本

質的な問題を見極める。さらに、様々な角度から課題を分析し、

原因を明らかにする力

生涯スポーツ学部３年全体

スポーツ教育学科３年

健康福祉学科３年

DP関連項目



Part.8
３年生

成長分析



Generic SkillsGeneric Skills

受験者プロフィール

158

１年次 ３年次（今回） 集計対象者

2020年6月～8月
受験

2022年6月～
2023年2月受験

（１年次・３年次
いずれも受験）

生涯スポーツ学部 スポーツ教育学科 192 100 96

健康福祉学科 39 31 31

231 131 127

教育文化学部 教育学科 148 114 112

芸術学科 39 40 31

心理カウンセリング学科 58 51 48

245 205 191

476 336 318

学部 学科

合計

※リテラシーテストについて、WEB受験時間制限45分のところ解答時間20分未満または、全30問中解答数10問以下の学生について、
解答姿勢が低かったことが想定されるため、これらの学生のスコアを除いて集計しております。



Generic SkillsGeneric Skills

●生涯スポーツ学部３年全体、スポーツ教育学科３年、健康福祉学科３年、教育文化学部３年全体、教育学科３年、芸術学科３年、

心理カウンセリング学科３年は、１年次受験のスコアを上回る。

リテラシー総合 （成長分析）

159※平均グラフの先端のⅠ状の縦線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。
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１年次受験に比べて、レベル１の割合が小さく、レベル４、レベル７の割合が大きい。

１年次受験に比べて、レベル１の割合が小さく、レベル４の割合が大きい。 １年次受験に比べて、レベル１、レベル３、レベル５の割合が小さく、レベル４、レベル６～
７のボリュームが大きい。

リテラシー総合 判定レベルの分布 （成長分析） ①

160
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１年次受験に比べて、レベル１、レベル５の割合が小さい。 １年次受験に比べて、レベル１、レベル５の割合が小さく、レベル６～７のボリュームが大
きい。

１年次受験に比べて、レベル４、レベル６の割合が小さく、レベル５の割合が大きい。

リテラシー総合 判定レベルの分布 （成長分析） ②
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１年次受験に比べて、レベル１、レベル５～６のボリュームが小さく、レベル２～４のボリュ
ームが大きい。
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【生涯スポーツ学部３年全体】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、１年次受験のスコアを上回る。

リテラシー要素 （成長分析） ①
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【スポーツ教育学科３年】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、構想力、言語処理能力、非言語処理能力は、１年次受験のスコアを上回る。

リテラシー要素 （成長分析） ②
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【健康福祉学科３年】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、言語処理能力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、非言語処理能力は、１年次受験のスコアを下回る。

リテラシー要素 （成長分析） ③
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【教育文化学部３年全体】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、言語処理能力、非言語処理能力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、構想力は、１年次受験のスコアを下回る。

リテラシー要素 （成長分析） ④
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【教育学科３年】

情報収集力、情報分析力、課題発見力、言語処理能力、非言語処理能力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、構想力は、１年次受験のスコアを下回る。

リテラシー要素 （成長分析） ⑤
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【芸術学科３年】

情報収集力、構想力、言語処理能力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、情報分析力、課題発見力、非言語処理能力は、１年次受験のスコアを下回る。

リテラシー要素 （成長分析） ⑥
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【心理カウンセリング学科３年】

情報収集力、情報分析力、構想力、非言語処理能力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、課題発見力、言語処理能力は、１年次受験のスコアを下回る。

リテラシー要素 （成長分析） ⑦
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コンピテンシー総合 （成長分析）

●健康福祉学科３年、芸術学科３年、心理カウンセリング学科３年は、１年次受験のスコアを上回る。

●生涯スポーツ学部３年全体、スポーツ教育学科３年、教育文化学部３年全体、教育学科３年は、１年次受験のスコアを下回る。

169※平均グラフの先端のⅠ状の縦線は、スコア±標準誤差（SE）×2を表す。
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コンピテンシー総合 判定レベルの分布 （成長分析） ①

１年次受験に比べて、レベル４～５のボリュームが小さく、レベル２～３のボリュームが大
きい。

１年次受験に比べて、レベル４～５のボリュームが小さく、レベル１～３のボリュームが大
きい。

１年次受験に比べて、レベル１、レベル４の割合が小さく、レベル２～３、レベル５～６のボ
リュームが大きい。
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コンピテンシー総合 判定レベルの分布 （成長分析） ②

１年次受験に比べて、レベル５の割合が大きい。 １年次受験に比べて、レベル４の割合が小さく、レベル３の割合が大きい。

１年次受験に比べて、レベル２～３のボリュームが小さく、レベル１、レベル４～５のボリュ
ームが大きい。

１年次受験に比べて、レベル１、レベル３の割合が小さく、レベル２、レベル５の割合が大
きい。
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コンピテンシー大中分類要素 （成長分析） ①

【生涯スポーツ学部３年全体】

親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、１年次受験のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （成長分析） ②

【スポーツ教育学科３年】

親和力、協働力、統率力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、１年次受験のスコアを下回る。
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Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー大中分類要素 （成長分析） ③

【健康福祉学科３年】

親和力、統率力、自信創出力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、協働力、感情制御力、行動持続力、課題発見力、計画立案力は、１年次受験のスコアを下回る。
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Generic SkillsGeneric Skills

コンピテンシー大中分類要素 （成長分析） ④

【教育文化学部３年全体】

感情制御力、自信創出力、課題発見力、計画立案力、実践力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、親和力、協働力、統率力、行動持続力は、１年次受験のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （成長分析） ⑤

【教育学科３年】

統率力、感情制御力、課題発見力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、親和力、協働力、自信創出力、行動持続力、計画立案力、実践力は、１年次受験のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （成長分析） ⑥

【芸術学科３年】

親和力、統率力、感情制御力、自信創出力、計画立案力、実践力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、協働力、行動持続力、課題発見力は、１年次受験のスコアを下回る。
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コンピテンシー大中分類要素 （成長分析） ⑦

【心理カウンセリング学科３年】

親和力、協働力、感情制御力、自信創出力、行動持続力、課題発見力、計画立案力、実践力は、１年次受験のスコアを上回る。

一方、統率力は、１年次受験のスコアを下回る。
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コンピテンシー小分類要素 （成長分析） ①

【生涯スポーツ学部３年全体】
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コンピテンシー小分類要素 （成長分析） ②

【スポーツ教育学科３年】
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コンピテンシー小分類要素 （成長分析） ③

【健康福祉学科３年】
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コンピテンシー小分類要素 （成長分析） ④

【教育文化学部３年全体】
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コンピテンシー小分類要素 （成長分析） ⑤

【教育学科３年】
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コンピテンシー小分類要素 （成長分析） ⑥

【芸術学科３年】
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コンピテンシー小分類要素 （成長分析） ⑦

【心理カウンセリング学科３年】
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経年で見るコンピテンシースコアの変化
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・9ヵ年に渡って、1年と3年で年度初めの同時期に受験しているパネルデータを用いて、1年次→３年次におけるコンピテンシースコアの変化を見た。
・コロナの影響が顕著と考えられる「パターン６」において、対課題基礎力を除く各要素で停滞感が見られる。特に対自己基礎力の伸び悩みが顕著。
・「パターン６」の翌年である「パターン７」でも若干回復傾向がみられるものの、以前として停滞感が続いている。
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パターン1 8,374

パターン2 11,193

パターン3 12,712

パターン4 15,648

パターン5 21,024

パターン6 20,556

パターン7 20,515

2014年度 2015年度
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2019年度2018年度2017年度2016年度

1年 3年
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経年で見るコンピテンシースコアの変化（同一大学で見た場合）

・前ページの結果は、年度によって受験者数が増加し、分析対象となる大学の顔ぶれが変化したことに起因することも考えられる。そこで、2017年度
と
2020年度の両時期に、1年生に受験のあった大学を抽出し、同一の大学だけで、1年次→３年次におけるコンピテンシースコアの変化を見た。

・大学の顔ぶれを固定しない場合と同様に、コロナの影響が顕著と考えられる「パターン６」において、対課題基礎力を除く各要素で停滞感が見られ、
特に対自己基礎力の伸び悩みが顕著である。「パターン７」においても基礎力の停滞感がみられた。

・「パターン６」「パターン７」における変化は、特定の大学にとどまらない全体的な傾向であることが推察される。
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経年で見るコンピテンシースコアの変化（地域別に見た場合）

・コロナによる授業等の活動抑制は、感染者数の多かった都市部でより早く、かつより徹底されていた可能性がある。そこで、1ページの分析で用いた
パネルデータを、大都市圏（1都3県、大阪府、兵庫県、愛知県、および感染率の高かった北海道、沖縄県）と、それ以外の地域の受検者に分け

て
1年次→３年次におけるコンピテンシースコアの変化を見た。

・結果は、地域による違いは見られず、パターン６やパターン７にみられた基礎力の停滞感は、全国的な傾向であったことが分かる。
●大都市圏（1都3県、大阪府、兵庫県、愛知県、および感染率の高かった北海道、沖縄県）

●大都市圏以外の地域
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変化量の推移

-0.05

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

16→18年 17→19年 18→20年 19→21年 20→22年

パターン３ パターン４ パターン５ パターン６ パターン７

コンピテンシー総合

コンピテンシー総合

-0.15

-0.10

-0.05

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

16→18年 17→19年 18→20年 19→21年 20→22年

パターン３ パターン４ パターン５ パターン６ パターン７

対人基礎力 対自己基礎力

対課題基礎力

コンピテンシー（中分類）
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対人基礎力
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・1年次→3年次のコンピテンシースコアの変化量（3年次スコアと1年次スコアの差）を、パターン５以前の3か年と、パターン６・７で比較した。
・コンピテンシー大分類の各要素とも、コロナによって活動が制約される前の3か年（パターン３・４・５）においては、年々伸長幅が大きくなっていた様子が分かる。
・活動制限のあった期間（パターン６・７）においては、コンピテンシーの対課題基礎力を除いて、対人・対自己基礎力の伸長にはブレーキがかかったことが分かる。
・対人基礎力における「統率力」、対自己基礎力における「自信創出力」に見るように、パターン６よりも、パターン７の方が停滞感が小さい（やや伸長した）様子が見られる。
これらは、授業方法の改善を含め、21年以降のコロナ禍における生活全般の対面活動の緩やか回復や、非対面活動への適応の効果と推測される。

・一方で、対人基礎力における「親和力」「協働力」、対自己基礎力の「行動持続力」のように、オンライン中心の生活の中では伸長し辛い力があることも分かる。



学生アンケートと基礎力の関連分析
＜1年生・3年生＞

●調査対象：PROGとアンケートに回答した、1年生433名 3年生409名

●PROG受験時期
＜1年生＞2022年5月〜8月
＜3年生＞1回目：2020年6月〜8月 2回目：2022年11月〜 2023年2月

全体 842

1年生 433

生涯スポーツ学部 188

スポーツ教育学科 151

健康福祉学科 37

教育文化学部 245

教育学科 142

芸術学科 47

心理カウンセリング学科 56

3年生 409

生涯スポーツ学部 181

スポーツ教育学科 146

健康福祉学科 35

教育文化学部 228

教育学科 132

芸術学科 43

心理カウンセリング学科 53
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相関分析について
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●相関係数とは

2群のデータの関連性を示す指標のことで、-1.0〜1.0の範囲に値を取り、1に近いほど関連性が強いといいます。一般的には0.5以上で強い相関、0.2以上で弱い相

関があるとしています。

●有意確率とは

2群のデータの偏りが偶然生じる、たまたま得られたものであるという確率。0.05以下であれば５％有意とし、95％の確率で生じる確率ということになります。

0.01以下であれば１％有意とし、99％の確率で生じる確率ということになります。

設問 項目 点数 設問 項目 点数

①とてもそう思う 4 ①とても楽しみだ 4

②まあそう思う 3 ②まあ楽しみだ　 3

③あまりそう思わない　 2 ③あまり楽しみでない 2

④全くそう思わない 1 ④全く楽しみでない 1

①とても熱心に取り組んでいる 3 ①大変満足している 4

②熱心に取り組んでいる 2 ②満足している 3

③あまり熱心には取り組んでいない 1 ③あまり満足していない 2

④所属していない 0 ④満足していない 1

①とても熱心に取り組んでいる 3 ①大変満足している 4

②熱心に取り組んでいる 2 ②満足している 3

③あまり熱心には取り組んでいない 1 ③あまり満足していない 2

④ボランティア活動をしたことがない 0 ④満足していない 1

①とても熱心に取り組んでいる 3 ①とても熱心に取り組んでいる 4

②熱心に取り組んでいる 2 ②熱心に取り組んでいる 3

③あまり熱心には取り組んでいない 1 ③あまり熱心に取り組んでいない 2

④アルバイトをしていない 0 ④熱心に取り組んでいない 1

①全く不安はない 4 ①とても感じている 4

②あまり不安はない 3 ②やや感じている 3

③少し不安である 2 ③あまり感じていない 2

④とても不安である 1 ④まったく感じない 1

①はっきりとした考えがある 4 ①とてもそう思う 4

②これから考える 3 ②まあそう思う 3

③考えているがはっきりとしていない 2 ③あまりそう思わない 2

④まったく考えていない 1 ④全くそう思わない 1

Q8. 学費の支払いについて不安はありますか。

Q9. あなたは卒業後の進路について現在の考え

Q15. あなたは教員に親近感を感じますか。

Q16. 大学生での学びが将来仕事をしていくうえで

必要な能力向上につながっていると思いますか。

Q3. あなたの生活で新型コロナウイルス感染症による

マイナスの影響

Q5. 部活・サークル活動について

Q6. ボランティア活動について

Q7. アルバイトについて

Q10. 卒業後、社会人になることについてどのように

感じますか。

Q11. あなたは現在、全体として北翔大学に

満足していますか。

Q12. 北翔大学の教育内容の満足度

Q13. あなたは授業にどのように取り組んでいますか。
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リテラシー、コンピテンシーとも、事前（初期値）のスコアが低いほど、事後の伸び幅が大きい。
変化量の分析の際には、この初期値の影響を除去して考える必要がある。

Image Image
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初期値の影響を除く方法として、PROGの経年変化のデータから、前回レベルから今回レベルを予測するモデルを作成し、
各レベル間の変化量（実測値）と、モデルから求められる想定変化量の差を、「望ましさ」と考えて各レベル間のウエイトを
設定した。このウエイトを[Progress Index]と呼ぶこととし、以下ではPI値と記す。

■前回→今回の移行例 ■予測モデル（対数）

■予測モデル（二次関数）

リテラシー／コンピテンシーの
要素ごとに、フィッティングの

良い方を採用



Generic SkillsGeneric Skills

分析の前提 ―ＰＩ値[Progress Index]の導入―

195

前回
今回
レベル

①実測値
（前回）

②実測値
（今回）

③想定値
（今回）

望ましさ指標
②－③

実測値-想定値
（今回）

11 1 1 2.71 -1.71
12 1 2 2.71 -0.71
13 1 3 2.71 0.29
14 1 4 2.71 1.29
15 1 5 2.71 2.29
16 1 6 2.71 3.29
17 1 7 2.71 4.29
21 2 1 3.42 -2.42
22 2 2 3.42 -1.42
23 2 3 3.42 -0.42
24 2 4 3.42 0.58
25 2 5 3.42 1.58
26 2 6 3.42 2.58
27 2 7 3.42 3.58
31 3 1 4.06 -3.06
32 3 2 4.06 -2.06
33 3 3 4.06 -1.06
34 3 4 4.06 -0.06

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・

57 5 7 5.11 1.89
61 6 1 5.52 -4.52
62 6 2 5.52 -3.52
63 6 3 5.52 -2.52
64 6 4 5.52 -1.52
65 6 5 5.52 -0.52
66 6 6 5.52 0.48
67 6 7 5.52 1.48
71 7 1 5.86 -4.86
72 7 2 5.86 -3.86
73 7 3 5.86 -2.86
74 7 4 5.86 -1.86
75 7 5 5.86 -0.86
76 7 6 5.86 0.14
77 7 7 5.86 1.14

順位
（降順）

移動
望ましさ
指標

100点
変換

49 1⇒7 4.29 → 100
48 2⇒7 3.58 → 98
47 1⇒6 3.29 → 96
46 3⇒7 2.94 → 94
45 2⇒6 2.58 → 92
44 4⇒7 2.38 → 90
43 1⇒5 2.29 → 88
42 3⇒6 1.94 → 86
41 5⇒7 1.89 → 84
40 2⇒5 1.58 → 81
39 6⇒7 1.48 → 79
38 4⇒6 1.38 → 77
37 1⇒4 1.29 → 75
36 7⇒7 1.14 → 73
35 3⇒5 0.94 → 71
34 5⇒6 0.89 → 69
33 2⇒4 0.58 → 67
32 6⇒6 0.48 → 65

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・

15 7⇒4 -1.86 → 30
14 3⇒2 -2.06 → 28
13 5⇒3 -2.11 → 26
12 2⇒1 -2.42 → 24
11 6⇒3 -2.52 → 22
10 4⇒2 -2.62 → 20
9 7⇒3 -2.86 → 18
8 3⇒1 -3.06 → 15
7 5⇒2 -3.11 → 13
6 6⇒2 -3.52 → 11
5 4⇒1 -3.62 → 9
4 7⇒2 -3.86 → 7
3 5⇒1 -4.11 → 5
2 6⇒1 -4.52 → 3
1 7⇒1 -4.86 → 1

各レベル間の変化量（実測値）と、モデルから求められる
想定変化量の差を、「望ましさ指標」として想定

「望ましさ指標」を大きさ順に並べ、
ハンドリングのし易さを考慮して１~100点に変換



Generic SkillsGeneric Skills

分析の前提 ―ＰＩ値[Progress Index]の導入―

196

今回の分析には、１年から３年の2ヶ年の変化量指標として、以下のPI値を用いた。

★2学年変化

リテラシー総合 リテラシー中分類

最新値 最新値

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5

初期値 1 26 40 55 69 84 96 100 初期値 1 26 46 67 88 100

2 18 32 46 61 75 90 98 2 13 34 55 75 96

3 9 22 36 51 65 79 94 3 9 30 51 71 92

4 7 20 34 48 63 77 92 4 5 22 42 63 84

5 5 15 30 44 59 73 88 5 1 18 38 59 79

6 3 13 28 42 57 71 86

7 1 11 24 38 53 67 81

コンピテンシー

最新値

1 2 3 4 5 6 7

初期値 1 40 55 69 81 90 96 100

2 28 42 57 71 84 92 98

3 20 32 46 61 75 86 94

4 11 22 34 48 63 77 88

5 7 15 26 38 53 67 79

6 3 9 18 30 44 59 73

7 1 5 13 24 36 51 65
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●以下の+0.2以上の正の相関関係（有意確率5%未満）が認められた。

Q5. 部活・サークル活動について：【コンピテンシー総合】【対人基礎力】【対自己基礎力】【親和力】【感情制御力】
Q6. ボランティア活動について：【対人基礎力】【協働力】
Q7. アルバイトについて：【コンピテンシー総合】【対人基礎力】
Q10. 卒業後、社会人になることの楽しみ：【コンピテンシー総合】【対人基礎力】【対自己基礎力】【親和力】【協働力】【統率力】【感情制御力】

【自信創出力】【行動持続力】【課題発見力】
Q15. 教員への親近感：【対人基礎力】【統率力】

相関係数<単年・1年生>

【全体】N=433 (ただし各設問無回答は除く）

親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

Q3. あなたの生活で新型コロナウイルス感染症によるマイナスの影響があった -0.02 -0.02 0.07 -0.04 0.00 0.01 0.04 0.13** 0.14** 0.09 0.06 0.12* 0.14** 0.1* 0.03 0.07 0.04 0.04 0.05 0.12*

Q5. 部活・サークル活動について -0.01 0.01 0.05 -0.08 0.00 0.05 -0.01 0.24** 0.23** 0.22** 0.16** 0.2** 0.18** 0.19** 0.22** 0.17** 0.17** 0.13** 0.12* 0.17**

Q6. ボランティア活動について 0.04 -0.02 0.06 -0.01 0.08 0.03 0.03 0.19** 0.2** 0.14** 0.1* 0.17** 0.21** 0.18** 0.05 0.11* 0.15** 0.13** 0.07 0.08

Q7. アルバイトについて -0.07 -0.07 -0.06 0.04 -0.07 -0.03 -0.02 0.21** 0.22** 0.15** 0.13** 0.2** 0.18** 0.17** 0.06 0.15** 0.13** 0.1* 0.11* 0.07

Q8. 学費の支払いについて不安はありますか。 -0.08 -0.07 -0.08 -0.05 -0.01 -0.03 -0.01 0.11* 0.12* 0.15** 0.00 0.1* 0.09 0.13** 0.13** 0.14** 0.1* 0.06 0.00 -0.04

Q9. あなたは卒業後の進路について現在の考え 0.07 0.06 0.05 0.01 0.08 0.05 0.01 0.15** 0.11* 0.15** 0.15** 0.16** 0.13** 0.01 0.11* 0.14** 0.08 0.11* 0.12* 0.19**

Q10. 卒業後、社会人になることの楽しみ 0.00 0.05 -0.01 -0.01 -0.02 -0.01 0.04 0.32** 0.29** 0.36** 0.14** 0.25** 0.28** 0.21** 0.28** 0.37** 0.27** 0.2** 0.07 0.16**

Q11. 北翔大学の満足度 0.05 0.05 -0.03 -0.06 0.05 0.04 0.05 0.12* 0.11* 0.15** 0.06 0.11* 0.09 0.07 0.06 0.18** 0.1* 0.09 0.05 0.07

Q12. 北翔大学の教育内容の満足度 0.00 0.00 -0.03 0.03 -0.01 0.04 -0.01 0.1* 0.08 0.11* 0.06 0.09 0.04 0.06 0.04 0.14** 0.08 0.07 0.04 0.04

Q13. 授業の取組度 0.14** 0.11* 0.09 -0.02 0.15** 0.09 0.02 0.14** 0.13** 0.11* 0.15** 0.16** 0.13** 0.07 0.03 0.1* 0.09 0.12* 0.09 0.17**

Q15. 教員への親近感 0.01 -0.01 0.03 -0.04 0.00 0.00 0.00 0.18** 0.2** 0.18** 0.1* 0.16** 0.16** 0.2** 0.09 0.17** 0.16** 0.14** 0.05 0.1*

Q16. 大学生での学びが将来仕事で必要な能力向上につながっている 0.02 0.09 -0.02 -0.05 0.05 0.08 0.01 0.12* 0.11* 0.13** 0.08 0.11* 0.12* 0.05 0.06 0.13** 0.12* 0.12* 0.03 0.09*

言語

処理能力

対課題基礎力

リテラシー コンピテンシー

非言語

処理能力
総合

対人

基礎力

対自己

基礎力
総合

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力

対課題

基礎力

対人基礎力 対自己基礎力

**　相関係数は１％水準で有意

*　　相関係数は5％水準で有意

0.2以上

0.3未満

0.3以上

0.35未満
0.35以上

１-１.基礎力スコアとの相関係数一覧 <１年生>
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●以下の+0.2以上の正の相関関係（有意確率5%未満）が認められた。

Q5. 部活・サークル活動について：【コンピテンシー総合】【対人基礎力】【対自己基礎力】【親和力】【感情制御力】

■基礎力との相関：Q5. 部活・サークル活動について

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

n=433

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

-0.01 0.01 0.05 -0.08 0.00 0.05 -0.01 0.24 0.23 0.22 0.16 0.20 0.18 0.19 0.22 0.17 0.17 0.13 0.12 0.17

0.89 0.92 0.33 0.11 0.95 0.27 0.87 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.01 0.02 0.00

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

コンピテンシーリテラシー

相関係数

有意確率

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

-0.50

0.00

0.50

1％有意

5％有意

１-２.基礎力スコアとの相関係数グラフ①<１年生>
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●以下の+0.2以上の正の相関関係（有意確率5%未満）が認められた。

Q6. ボランティア活動について：【対人基礎力】【協働力】

■基礎力との相関：Q6. ボランティア活動について

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

n=433

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

0.04 -0.02 0.06 -0.01 0.08 0.03 0.03 0.19 0.20 0.14 0.10 0.17 0.21 0.18 0.05 0.11 0.15 0.13 0.07 0.08

0.41 0.71 0.25 0.87 0.11 0.55 0.48 0.00 0.00 0.00 0.03 0.00 0.00 0.00 0.29 0.03 0.00 0.01 0.16 0.09

リテラシー コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

相関係数

有意確率

-0.50

0.00

0.50

1％有意

5％有意

１-２.基礎力スコアとの相関係数グラフ➁<１年生>
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●以下の+0.2以上の正の相関関係（有意確率5%未満）が認められた。

Q7. アルバイトについて：【コンピテンシー総合】【対人基礎力】【親和力】

■基礎力との相関：Q7. アルバイトについて

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

n=433

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

-0.07 -0.07 -0.06 0.04 -0.07 -0.03 -0.02 0.21 0.22 0.15 0.13 0.20 0.18 0.17 0.06 0.15 0.13 0.10 0.11 0.07

0.15 0.15 0.21 0.39 0.17 0.50 0.69 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00 0.00 0.20 0.00 0.01 0.05 0.03 0.13

リテラシー コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

相関係数

有意確率

-0.50

0.00

0.50

1％有意

5％有意

１-２.基礎力スコアとの相関係数グラフ③ <１年生>



Generic SkillsGeneric Skills

201

●以下の+0.2以上の正の相関関係（有意確率5%未満）が認められた。

Q10. 卒業後、社会人になることの楽しみ：【コンピテンシー総合】【対人基礎力】【対自己基礎力】【親和力】【協働力】【統率力】【感情制御力】
【自信創出力】【行動持続力】【課題発見力】

■基礎力との相関：Q10. 卒業後、社会人になることの楽しみ

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

n=433

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

0.00 0.05 -0.01 -0.01 -0.02 -0.01 0.04 0.32 0.29 0.36 0.14 0.25 0.28 0.21 0.28 0.37 0.27 0.20 0.07 0.16

0.98 0.30 0.82 0.84 0.74 0.88 0.38 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.13 0.00

リテラシー コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

相関係数

有意確率

-0.50

0.00

0.50

1％有意

5％有意

１-２.基礎力スコアとの相関係数グラフ④<１年生>



Generic SkillsGeneric Skills

202

●以下の+0.2以上の正の相関関係（有意確率5%未満）が認められた。

Q15. 教員への親近感：【対人基礎力】【統率力】

■基礎力との相関：Q15. 教員への親近感

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

n=433

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

0.01 -0.01 0.03 -0.04 0.00 0.00 0.00 0.18 0.20 0.18 0.10 0.16 0.16 0.20 0.09 0.17 0.16 0.14 0.05 0.10

0.87 0.85 0.53 0.44 0.95 0.93 0.93 0.00 0.00 0.00 0.05 0.00 0.00 0.00 0.07 0.00 0.00 0.00 0.27 0.05

リテラシー コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

相関係数

有意確率

-0.50

0.00

0.50

1％有意

5％有意

１-２.基礎力スコアとの相関係数グラフ⑤<１年生>
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●入試形式（2021年度以降の入学生）をみると、「【2021年度以降の入学生】一般入試」と回答した学生は、
リテラシー総合、情報収集力、非言語処理能力、自信創出力が高い。
「 【2021年度以降の入学生】共通テスト利用入試」と回答した学生は、リテラシー総合、情報収集力、構想力、非言語処理能力が高い。

●コロナウイルス感染症のマイナスで最も大きいもの影響をみると、「ボランティア活動」と回答した学生は、統率力、自信創出力、行動持続力が低い。
一方、「アルバイト」と回答した学生は、課題発見力が高い。「卒業後の進路」と回答した学生は、課題発見力と計画立案力が高い。

●授業以外の一日平均の学習時間をみると、「3時間以上」と回答した学生は、リテラシー、コンピテンシー共に高い傾向にある。
「2時間〜3時間」と回答した学生は、情報収集力が高い。 N≧10の場合　：

親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

全体 433 3.49 3.10 3.00 2.88 2.83 3.07 2.95 3.66 3.97 3.78 3.76 4.17 4.12 3.44 3.67 3.61 3.91 3.52 3.67 3.88

①【2021年度以降の入学生】学校推薦型入試 232 3.28 2.97 2.80 2.90 2.72 2.93 2.78 3.59 3.90 3.75 3.76 4.16 4.08 3.30 3.67 3.50 3.90 3.50 3.68 3.94

②【2021年度以降の入学生】総合型入試 109 3.27 2.86 3.13 2.88 2.60 3.10 2.83 3.77 4.10 3.79 3.69 4.34 4.12 3.57 3.58 3.67 3.96 3.50 3.63 3.66

③【2021年度以降の入学生】一般入試 38 4.26 3.66 3.24 2.97 3.21 3.50 3.53 3.84 3.95 4.13 4.08 4.24 4.00 3.71 3.79 4.18 4.16 3.92 3.84 4.13

④【2021年度以降の入学生】共通テスト利用入試 46 4.30 3.76 3.48 2.70 3.46 3.37 3.61 3.41 3.83 3.52 3.61 3.76 4.35 3.39 3.65 3.46 3.63 3.26 3.48 3.74

⑤【2021年度以降の入学生】その他 8 4.13 3.50 3.13 2.75 3.75 3.00 2.75 4.50 4.75 4.38 4.13 4.50 4.38 4.75 4.63 4.00 4.00 3.88 4.13 4.38

⑥［2020年度以前の入学生］の方はこちら 0

①［2020年度以前の入学生］推薦入試 73 2.90 2.88 2.79 2.66 2.47 2.89 2.53 4.10 4.53 4.04 4.14 4.67 4.61 3.75 3.97 3.64 4.32 3.89 4.00 4.03

②［2020年度以前の入学生］AO入試 18 2.72 2.39 3.22 2.22 2.39 3.00 2.50 4.00 4.29 3.65 4.24 4.47 4.12 3.71 3.47 3.59 4.12 3.82 4.65 3.59

③［2020年度以前の入学生］一般入試 8 3.88 3.25 2.88 3.00 2.88 2.50 2.88 4.50 4.50 4.00 5.00 5.13 4.88 3.75 3.50 3.63 4.63 4.13 5.13 4.63

④［2020年度以前の入学生］センター入試 2 3.50 4.00 2.50 1.00 3.50 3.50 3.50 5.00 5.00 5.50 4.00 4.00 4.50 5.00 6.50 5.50 5.00 4.00 4.00 5.00

⑤［2020年度以前の入学生］その他 3 4.00 2.33 4.00 3.67 3.00 4.00 3.67 4.33 4.33 3.33 5.67 4.67 4.33 3.00 3.67 3.00 3.67 4.67 6.67 4.67

⑥【2021年度以降の入学生】の方はこちら 329 3.65 3.19 3.03 2.96 2.93 3.12 3.05 3.51 3.80 3.72 3.60 4.02 3.98 3.34 3.61 3.60 3.79 3.39 3.48 3.83

①授業への取り組み意欲 137 3.55 3.16 2.97 2.72 2.97 3.12 2.87 3.46 3.80 3.50 3.78 4.00 3.99 3.32 3.31 3.40 3.67 3.50 3.75 3.84

②部活・サークル活動 223 3.51 3.12 3.14 2.86 2.77 3.14 3.05 3.81 4.09 4.00 3.78 4.28 4.18 3.63 3.91 3.77 4.11 3.56 3.63 3.95

③ボランティア活動 14 3.50 3.29 2.71 2.93 3.07 3.14 2.86 3.29 3.64 3.36 3.50 4.00 4.43 2.50 3.50 3.07 3.36 3.14 3.36 3.71

④アルバイト 26 3.42 3.04 2.58 3.65 2.65 2.58 2.77 3.54 3.96 3.85 3.54 4.00 4.19 3.23 3.85 3.88 3.85 3.19 3.50 3.62

⑤学費の支払い 1 1.00 2.00 3.00 1.00 1.00 1.00 4.00 5.00 6.00 3.00 5.00 7.00 6.00 4.00 3.00 2.00 5.00 4.00 5.00 4.00

⑥卒業後の進路 24 3.29 2.63 2.58 3.42 2.71 2.92 2.75 3.67 4.00 3.46 4.08 4.54 4.13 3.25 3.21 3.54 3.46 3.54 4.25 4.21

⑦Q3で「全くそう思わない」を選択した方 8 3.13 3.00 2.63 2.25 2.88 2.50 2.63 3.50 3.38 3.88 3.00 3.50 3.50 3.00 4.38 3.38 4.88 4.13 2.75 2.38

①3時間以上 13 4.54 3.46 3.62 3.31 3.46 3.85 3.85 4.31 4.38 3.69 4.85 4.69 4.23 4.23 3.85 3.77 3.62 4.46 4.46 4.69

②2時間〜3時間 50 3.82 3.64 2.86 2.80 3.08 3.22 2.96 3.78 4.02 3.84 4.14 4.48 3.96 3.43 3.50 3.78 3.90 3.90 3.84 4.02

③1時間〜2時間 110 3.45 3.01 2.91 2.95 2.86 3.03 2.78 3.69 3.94 3.69 3.92 4.28 4.07 3.39 3.63 3.39 3.83 3.56 3.94 3.83

④1時間程度 151 3.52 3.12 3.15 2.83 2.85 3.00 3.07 3.77 4.12 3.95 3.65 4.19 4.35 3.51 3.84 3.79 4.16 3.45 3.47 4.03

⑤していない 109 3.21 2.87 2.87 2.85 2.58 3.06 2.83 3.33 3.70 3.61 3.45 3.84 3.90 3.29 3.55 3.50 3.69 3.28 3.50 3.54

対自己基礎力

Q1. 入試形式

【2021(令和3)年度以

降入学生：①〜⑤】

【2020(令和2)年度以

前の入学生：⑥】

Q2. 入試形式

【2020(令和2)年度以

前の入学生：①〜⑤】

【2021(令和3)年度以

降入学生：⑥】

Q4. あなたが思う新型

コロナウイルス感染症に

よるマイナスの影響とし

て、最も大きいもの【Q3

で1〜3を選択：①〜

⑥】【Q3で④を選択：

⑦】

Q14. あなたは授業以

外に一日平均でどのくら

い学習していますか。

総合
対人

基礎力

対自己

基礎力

対人基礎力 対課題基礎力
設問 選択肢 対課題

基礎力

全体+0.5以上

全体-0.5以下

 N数

リテラシー コンピテンシー

総合
情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力

言語処

理能力

非言語

処理能

力

１-３.基礎力スコアの回答別平均値一覧<１年生>
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●入試形式（2021年度以降の入学生）をみると、「【2021年度以降の入学生】一般入試」と回答した学生は、対自己基礎力と対課題基礎力が高い。
「 【2021年度以降の入学生】共通テスト利用入試」と回答した学生は、リテラシー総合、情報収集力、構想力、非言語処理能力、協働力が高い。

Q1. 入試形式【2021(令和3)年度以降入学生：①～⑤】 【2020(令和2)年度以前の入学生：⑥】

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

3.49 3.10 3.00 2.88 2.83 3.07 2.95 3.66 3.97 3.78 3.76 4.17 4.12 3.44 3.67 3.61 3.91 3.52 3.67 3.88

3.28 2.97 2.80 2.90 2.72 2.93 2.78 3.59 3.90 3.75 3.76 4.16 4.08 3.30 3.67 3.50 3.90 3.50 3.68 3.94

3.27 2.86 3.13 2.88 2.60 3.10 2.83 3.77 4.10 3.79 3.69 4.34 4.12 3.57 3.58 3.67 3.96 3.50 3.63 3.66

4.26 3.66 3.24 2.97 3.21 3.50 3.53 3.84 3.95 4.13 4.08 4.24 4.00 3.71 3.79 4.18 4.16 3.92 3.84 4.13

4.30 3.76 3.48 2.70 3.46 3.37 3.61 3.41 3.83 3.52 3.61 3.76 4.35 3.39 3.65 3.46 3.63 3.26 3.48 3.74

4.13 3.50 3.13 2.75 3.75 3.00 2.75 4.50 4.75 4.38 4.13 4.50 4.38 4.75 4.63 4.00 4.00 3.88 4.13 4.38

コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

リテラシー

全体（n=433）

①【2021年度以降の入学生】学校推薦型入試（n=232）

②【2021年度以降の入学生】総合型入試（n=109）

③【2021年度以降の入学生】一般入試（n=38）

④【2021年度以降の入学生】共通テスト利用入試（n=46）

⑤【2021年度以降の入学生】その他（n=8）

⑥［2020年度以前の入学生］の方はこちら（n=0）

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

全体（n=433）

①【2021年度以降の入学生】学校推薦型入試（n=232）

②【2021年度以降の入学生】総合型入試（n=109）

③【2021年度以降の入学生】一般入試（n=38）

④【2021年度以降の入学生】共通テスト利用入試（n=46）

１-４.基礎力スコアの回答別平均値グラフ① <１年生>
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●コロナウイルス感染症のマイナスの影響で最も大きいものをみると、「ボランティア活動」と回答した学生は、統率力が特に低い。
一方、「アルバイト」と回答した学生は、リテラシー・課題発見力が高い。「卒業後の進路」と回答した学生は、リテラシー・課題発見力、親和力、計画立案力、実践力が高い。

Q4： あなたが思う新型コロナウイルス感染症によるマイナスの影響として、最も大きいもの【Q3で1～3を選択：①～⑥】【Q3で④を選択：⑦】

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

3.49 3.10 3.00 2.88 2.83 3.07 2.95 3.66 3.97 3.78 3.76 4.17 4.12 3.44 3.67 3.61 3.91 3.52 3.67 3.88

3.55 3.16 2.97 2.72 2.97 3.12 2.87 3.46 3.80 3.50 3.78 4.00 3.99 3.32 3.31 3.40 3.67 3.50 3.75 3.84

3.51 3.12 3.14 2.86 2.77 3.14 3.05 3.81 4.09 4.00 3.78 4.28 4.18 3.63 3.91 3.77 4.11 3.56 3.63 3.95

3.50 3.29 2.71 2.93 3.07 3.14 2.86 3.29 3.64 3.36 3.50 4.00 4.43 2.50 3.50 3.07 3.36 3.14 3.36 3.71

3.42 3.04 2.58 3.65 2.65 2.58 2.77 3.54 3.96 3.85 3.54 4.00 4.19 3.23 3.85 3.88 3.85 3.19 3.50 3.62

1.00 2.00 3.00 1.00 1.00 1.00 4.00 5.00 6.00 3.00 5.00 7.00 6.00 4.00 3.00 2.00 5.00 4.00 5.00 4.00

3.29 2.63 2.58 3.42 2.71 2.92 2.75 3.67 4.00 3.46 4.08 4.54 4.13 3.25 3.21 3.54 3.46 3.54 4.25 4.21

3.13 3.00 2.63 2.25 2.88 2.50 2.63 3.50 3.38 3.88 3.00 3.50 3.50 3.00 4.38 3.38 4.88 4.13 2.75 2.38

n=10以上をグラフ化

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

全体（n=433）

①授業への取り組み意欲（n=137）

①授業への取り組み意欲（n=223）

③ボランティア活動（n=14）

④アルバイト（n=26）

⑤学費の支払い（n=1）

⑥卒業後の進路（n=24）

⑦Q3で「全くそう思わない」を選択した方（n=8）

コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

リテラシー
2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

全体（n=433）

①授業への取り組み意欲（n=137）

①授業への取り組み意欲（n=223）

③ボランティア活動（n=14）

④アルバイト（n=26）

⑥卒業後の進路（n=24）

１-４.基礎力スコアの回答別平均値グラフ➁ <１年生>
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●授業以外の一日平均の学習時間をみると、「3時間以上」と回答した学生は、リテラシー、コンピテンシー共に高い傾向にある。特に対課題基礎力が高い。
「2時間〜3時間」と回答した学生は、情報収集力が高い。

Q14. あなたは授業以外に一日平均でどのくらい学習していますか。

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

3.49 3.10 3.00 2.88 2.83 3.07 2.95 3.66 3.97 3.78 3.76 4.17 4.12 3.44 3.67 3.61 3.91 3.52 3.67 3.88

4.54 3.46 3.62 3.31 3.46 3.85 3.85 4.31 4.38 3.69 4.85 4.69 4.23 4.23 3.85 3.77 3.62 4.46 4.46 4.69

3.82 3.64 2.86 2.80 3.08 3.22 2.96 3.78 4.02 3.84 4.14 4.48 3.96 3.43 3.50 3.78 3.90 3.90 3.84 4.02

3.45 3.01 2.91 2.95 2.86 3.03 2.78 3.69 3.94 3.69 3.92 4.28 4.07 3.39 3.63 3.39 3.83 3.56 3.94 3.83

3.52 3.12 3.15 2.83 2.85 3.00 3.07 3.77 4.12 3.95 3.65 4.19 4.35 3.51 3.84 3.79 4.16 3.45 3.47 4.03

3.21 2.87 2.87 2.85 2.58 3.06 2.83 3.33 3.70 3.61 3.45 3.84 3.90 3.29 3.55 3.50 3.69 3.28 3.50 3.54

n=10以上をグラフ化

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

全体（n=433）

①3時間以上（n=13）

②2時間〜3時間（n=50）

③1時間〜2時間（n=110）

④1時間程度（n=151）

⑤していない（n=109）

コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

リテラシー
2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

5.00

全体（n=433）

①3時間以上（n=13）

②2時間〜3時間（n=50）

③1時間〜2時間（n=110）

④1時間程度（n=151）

⑤していない（n=109）

１-４.基礎力スコアの回答別平均値グラフ③ <１年生>
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●以下のスコアで+0.2以上の正の相関関係（有意確率5%未満）が認められなかった。

相関係数<PI値・3年生>

【全体】N=409 (ただし各設問無回答は除く）

親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

Q3. あなたの生活で新型コロナウイルス感染症によるマイナスの影響があった 0.00 -0.01 0.08 -0.08 0.02 0.05 0.02 -0.04 0.03 -0.05 -0.07 -0.04 0.03 0.03 -0.02 -0.01 -0.11* -0.1* -0.05 -0.07

Q5. 部活・サークル活動について -0.14** -0.12* -0.04 -0.15** -0.05 -0.08 -0.03 -0.01 -0.03 0.01 0.06 -0.04 -0.03 -0.01 0.06 -0.03 0.00 0.03 0.02 0.03

Q6. ボランティア活動について 0.04 -0.01 0.03 0.02 0.03 0.04 -0.01 0.00 -0.03 0.04 -0.03 -0.01 0.01 -0.01 0.02 0.09 0.02 0.05 -0.06 -0.02

Q7. アルバイトについて -0.06 -0.02 -0.01 0.01 -0.08 -0.03 -0.09 -0.02 0.03 0.03 -0.11* 0.04 0.00 0.08 -0.01 -0.01 0.03 0.00 -0.15** -0.05

Q8. 学費の支払いについて不安はありますか。 0.03 0.02 -0.04 0.04 0.02 -0.02 0.03 0.03 0.02 0.06 -0.04 0.06 -0.04 0.02 0.07 0.10 0.03 0.02 -0.02 -0.07

Q9. あなたは卒業後の進路について現在の考え -0.07 -0.07 -0.05 0.02 -0.11* 0.05 0.02 0.05 0.06 0.14** -0.06 0.04 0.00 0.08 0.08 0.16** 0.06 0.01 -0.09 -0.07

Q10. 卒業後、社会人になることの楽しみ -0.14** -0.06 -0.13* -0.07 -0.1* -0.06 -0.06 0.12* 0.13* 0.12* -0.03 0.12* 0.1* 0.11* 0.14** 0.08 0.12* 0.02 -0.07 -0.07

Q11. 北翔大学の満足度 0.04 0.02 0.02 0.07 -0.05 -0.04 -0.04 0.03 0.03 0.05 0.04 0.09 0.03 -0.05 -0.03 0.05 0.07 0.01 0.01 0.01

Q12. 北翔大学の教育内容の満足度 0.07 0.04 0.06 0.02 -0.02 -0.05 0.00 0.05 0.03 0.09 0.01 0.05 0.04 -0.04 0.04 0.06 0.02 0.01 -0.02 -0.04

Q13. 授業の取組度 0.03 -0.06 -0.03 0.03 -0.05 -0.02 0.00 0.06 0.00 0.01 0.04 0.03 0.00 0.03 -0.03 0.06 -0.01 0.03 -0.01 0.03

Q15. 教員への親近感 0.02 -0.05 0.05 -0.04 0.00 -0.03 0.00 0.08 0.07 0.08 0.10 0.11* 0.08 -0.02 0.03 0.06 0.08 0.03 0.05 0.04

Q16. 大学生での学びが将来仕事で必要な能力向上につながっている 0.04 0.01 0.07 -0.01 -0.02 0.00 0.08 0.04 0.00 0.09 0.03 0.04 0.03 -0.06 -0.01 0.11* 0.08 0.02 0.02 0.03

対人基礎力 対自己基礎力

**　相関係数は１％水準で有意

*　　相関係数は5％水準で有意

リテラシー コンピテンシー

非言語

処理能力
総合

対人

基礎力

対自己

基礎力
総合

情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力

対課題

基礎力

言語

処理能力

対課題基礎力

0.2以上

0.3未満

0.3以上

0.35未満
0.35以上

２-１.基礎力伸長との相関係数一覧 <３年生>
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●入試形式（2021年度以降の入学生）をみると、「【2021年度以降の入学生】学校推薦型入試」と回答した学生は、リテラシーが低い傾向にある。

●入試形式（2020年度以前の入学生）をみると、「 【2020年度以前の入学生】センター入試」と回答した学生は、リテラシーが高い傾向にある。

●コロナウイルス感染症のマイナスで最も大きいもの影響をみると、「ボランティア活動」と回答した学生は、リテラシー総合、情報分析力、課題発見力、構想力、非言語処理能力
対課題基礎力、課題発見力、実践力が高い。

N≧10の場合　：

※無回答は除く

親和力 協働力 統率力
感情

制御力

自信

創出力

行動

持続力

課題

発見力

計画

立案力
実践力

全体 409 49.9 64.1 54.5 53.1 51.8 55.1 50.9 46.7 48.0 47.7 49.9 49.3 47.4 46.8 48.7 48.1 47.2 48.7 50.1 48.9

①【2021年度以降の入学生】学校推薦型入試 41 39.2 55.1 45.9 46.9 42.8 47.6 43.0 47.3 45.9 48.4 51.1 46.1 48.6 47.9 49.5 52.2 44.7 50.8 54.0 47.9

②【2021年度以降の入学生】総合型入試 4 39.3 36.3 26.8 41.0 64.0 54.8 33.0 42.5 51.3 41.8 42.8 49.5 41.3 48.5 36.0 38.8 50.0 28.0 43.8 65.8

③【2021年度以降の入学生】一般入試 7 38.9 63.0 49.9 50.6 55.1 55.9 43.3 58.1 58.1 61.4 54.6 56.7 41.7 60.9 60.9 55.1 62.0 49.4 48.4 54.3

④【2021年度以降の入学生】共通テスト利用入試 2 80.5 65.0 88.0 71.0 50.5 48.5 79.5 52.5 49.5 51.5 44.5 63.0 42.0 52.5 57.0 45.0 47.0 41.5 49.5 45.5

⑤【2021年度以降の入学生】その他 25 47.3 61.6 55.8 47.3 52.1 49.7 51.4 46.5 42.3 46.9 52.4 46.6 48.9 36.5 53.2 50.5 42.6 47.1 47.7 60.1

⑥［2020年度以前の入学生］の方はこちら 330 51.4 65.6 55.7 54.2 52.6 56.3 51.9 46.4 48.3 47.4 49.7 49.6 47.4 46.9 48.1 47.4 47.4 48.9 50.0 48.1

①［2020年度以前の入学生］推薦入試 153 48.1 62.2 55.8 52.4 49.8 55.7 50.0 45.3 46.1 48.0 49.3 47.9 46.7 46.0 50.5 48.0 47.3 47.8 49.8 48.8

②［2020年度以前の入学生］AO入試 127 49.3 61.6 51.6 55.2 53.1 53.6 50.7 48.1 49.8 48.0 50.7 50.3 49.1 46.1 48.9 48.1 46.7 48.1 51.2 49.7

③［2020年度以前の入学生］一般入試 39 54.1 68.8 58.3 53.7 51.3 57.5 56.0 50.9 49.3 51.9 49.5 50.3 46.0 51.8 50.8 52.3 53.4 50.9 49.9 46.9

④［2020年度以前の入学生］センター入試 44 60.4 73.3 62.1 59.2 58.5 59.0 61.7 44.5 47.4 44.7 49.9 49.9 46.2 46.5 44.1 47.7 43.1 49.0 49.7 48.4

⑤［2020年度以前の入学生］その他 16 43.6 64.1 50.4 35.1 49.2 52.4 43.6 43.6 50.6 39.9 45.0 46.5 48.3 51.9 36.3 37.9 43.6 48.5 44.3 45.8

⑥【2021年度以降の入学生】の方はこちら 30 41.4 64.4 43.7 46.8 48.0 48.7 33.5 48.1 47.7 48.4 53.7 52.1 47.2 44.0 49.2 49.1 49.0 53.9 52.0 52.7

①授業への取り組み意欲 200 49.5 65.4 53.2 52.7 49.5 53.9 48.9 45.5 48.0 46.0 48.9 49.5 46.8 45.4 48.2 46.5 46.3 47.4 49.9 48.4

②部活・サークル活動 116 52.3 65.1 58.8 52.7 55.9 58.4 55.7 49.1 48.6 52.5 50.0 48.7 48.6 49.4 51.7 54.0 49.0 48.5 49.3 49.6

③ボランティア活動 18 61.6 62.4 64.9 60.0 63.8 56.4 60.1 42.7 44.8 41.8 55.5 50.6 44.3 42.1 37.9 41.7 44.6 55.8 52.8 57.4

④アルバイト 26 37.5 57.3 44.7 49.5 42.3 47.3 38.8 49.9 53.2 49.6 49.5 51.3 49.2 55.0 48.3 48.0 49.3 47.0 49.0 48.7

⑤学費の支払い 27 46.3 61.7 55.7 53.4 46.7 62.5 52.9 45.6 46.3 45.7 53.0 50.4 47.1 45.2 50.4 42.4 47.2 51.7 55.1 48.9

⑥卒業後の進路 18 48.2 56.9 41.5 55.1 61.2 46.2 48.3 44.8 43.8 41.6 48.1 45.2 48.4 42.7 41.2 43.5 45.2 51.9 47.5 40.9

⑦Q3で「全くそう思わない」を選択した方 4 51.0 69.3 55.8 64.0 46.5 43.3 38.3 51.5 45.0 46.8 60.3 48.5 43.3 39.0 56.0 40.8 41.8 65.5 58.8 55.3

①3時間以上 20 48.3 57.3 46.1 54.7 58.3 51.9 46.2 47.3 50.4 48.4 46.1 50.9 48.2 48.3 48.3 50.3 49.5 48.0 48.0 42.1

②2時間～3時間 54 51.1 62.9 54.0 59.6 49.7 54.1 55.4 48.3 48.7 48.4 54.3 50.9 46.7 47.8 48.1 48.8 49.6 50.3 52.3 52.1

③1時間～2時間 97 50.1 64.2 57.0 51.9 53.1 56.2 50.4 46.7 48.1 49.6 48.7 49.5 47.3 45.1 48.9 51.5 46.3 47.7 48.8 48.3

④1時間程度 152 50.4 65.1 53.7 53.3 50.6 55.4 50.6 46.2 47.4 46.2 48.6 49.3 47.2 46.3 48.9 45.7 46.6 49.1 48.1 47.8

⑤していない 86 48.2 64.4 55.0 49.9 52.6 54.4 50.0 46.6 48.0 47.5 51.7 47.9 48.0 48.7 48.3 47.3 47.2 48.3 54.3 51.2

全体+5.0以上

全体-5.0以下

 N数

PI値_リテラシー PI値_コンピテンシー

総合
情報

収集力

情報

分析力

課題

発見力
構想力

言語処

理能力

非言語

処理能

力

総合
対人

基礎力

対自己基礎力 対課題基礎力

Q2. 入試形式【2020(令和2)

年度以前の入学生：①～⑤】

【2021(令和3)年度以降入学

生：⑥】

Q4. あなたが思う新型コロナ

ウイルス感染症によるマイナ

スの影響として、最も大きい

もの【Q3で1～3を選択：①～

⑥】【Q3で④を選択：⑦】

Q14. あなたは授業以外に一日

平均でどのくらい学習してい

ますか。

対自己

基礎力

対人基礎力
対課題

基礎力

選択肢

Q1. 入試形式【2021(令和3)

年度以降入学生：①～⑤】

【2020(令和2)年度以前の入学

生：⑥】

２-２.基礎力伸長度のスコアの回答別平均値一覧 <３年生>
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●入試形式（2021年度以降の入学生）をみると、「【2021年度以降の入学生】学校推薦型入試」と回答した学生は、リテラシーが低い傾向にある。
一方、「2020年度以前の入学生」と回答した学生は、リテラシーが高い傾向にある。

Q1. 入試形式【2021(令和3)年度以降入学生：①～⑤】 【2020(令和2)年度以前の入学生：⑥】

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

49.9 64.1 54.5 53.1 51.8 55.1 50.9 46.7 48.0 47.7 49.9 49.3 47.4 46.8 48.7 48.1 47.2 48.7 50.1 48.9

39.2 55.1 45.9 46.9 42.8 47.6 43.0 47.3 45.9 48.4 51.1 46.1 48.6 47.9 49.5 52.2 44.7 50.8 54.0 47.9

39.3 36.3 26.8 41.0 64.0 54.8 33.0 42.5 51.3 41.8 42.8 49.5 41.3 48.5 36.0 38.8 50.0 28.0 43.8 65.8

38.9 63.0 49.9 50.6 55.1 55.9 43.3 58.1 58.1 61.4 54.6 56.7 41.7 60.9 60.9 55.1 62.0 49.4 48.4 54.3

80.5 65.0 88.0 71.0 50.5 48.5 79.5 52.5 49.5 51.5 44.5 63.0 42.0 52.5 57.0 45.0 47.0 41.5 49.5 45.5

47.3 61.6 55.8 47.3 52.1 49.7 0.0 46.5 42.3 46.9 52.4 46.6 48.9 36.5 53.2 50.5 42.6 47.1 47.7 60.1

51.4 65.6 55.7 54.2 52.6 56.3 51.9 46.4 48.3 47.4 49.7 49.6 47.4 46.9 48.1 47.4 47.4 48.9 50.0 48.1

※n=10以上、無回答を除く

全体（n=409）

①【2021年度以降の入学生】学校推薦型入試（n=41）

②【2021年度以降の入学生】総合型入試（n=4）

リテラシー

課

題

発

見

力

構

想

力

コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

③【2021年度以降の入学生】一般入試（n=7）

④【2021年度以降の入学生】共通テスト利用入試（n=2）

⑤【2021年度以降の入学生】その他（n=25）

⑥［2020年度以前の入学生］の方はこちら（n=330）

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

全体（n=409）

①【2021年度以降の入学生】学校推薦型入試（n=41）

⑤【2021年度以降の入学生】その他（n=25）

⑥［2020年度以前の入学生］の方はこちら（n=330）

２-３.基礎力伸長度のスコアの回答別平均値グラフ① <３年生>
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●入試形式（2020年度以前の入学生）をみると、「 【2020年度以前の入学生】センター入試」と回答した学生は、リテラシーが高い傾向にある。

Q2. 入試形式【2020(令和2)年度以前の入学生：①～⑤】【2021(令和3)年度以降入学生：⑥】

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

49.9 64.1 54.5 53.1 51.8 55.1 50.9 46.7 48.0 47.7 49.9 49.3 47.4 46.8 48.7 48.1 47.2 48.7 50.1 48.9

48.1 62.2 55.8 52.4 49.8 55.7 50.0 45.3 46.1 48.0 49.3 47.9 46.7 46.0 50.5 48.0 47.3 47.8 49.8 48.8

49.3 61.6 51.6 55.2 53.1 53.6 50.7 48.1 49.8 48.0 50.7 50.3 49.1 46.1 48.9 48.1 46.7 48.1 51.2 49.7

54.1 68.8 58.3 53.7 51.3 57.5 56.0 50.9 49.3 51.9 49.5 50.3 46.0 51.8 50.8 52.3 53.4 50.9 49.9 46.9

60.4 73.3 62.1 59.2 58.5 59.0 61.7 44.5 47.4 44.7 49.9 49.9 46.2 46.5 44.1 47.7 43.1 49.0 49.7 48.4

43.6 64.1 50.4 35.1 49.2 52.4 43.6 43.6 50.6 39.9 45.0 46.5 48.3 51.9 36.3 37.9 43.6 48.5 44.3 45.8

41.4 64.4 43.7 46.8 48.0 48.7 33.5 48.1 47.7 48.4 53.7 52.1 47.2 44.0 49.2 49.1 49.0 53.9 52.0 52.7

※n=10以上、無回答を除く

②［2020年度以前の入学生］AO入試（n=127）

リテラシー コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

全体（n=409）

①［2020年度以前の入学生］推薦入試（n=153）

③［2020年度以前の入学生］一般入試（n=39）

④［2020年度以前の入学生］センター入試（n=44）

⑤［2020年度以前の入学生］その他（n=16）

⑥【2021年度以降の入学生】の方はこちら（n=30）

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0
全体（n=409）

①［2020年度以前の入学生］推薦入試（n=153）

②［2020年度以前の入学生］AO入試（n=127）

③［2020年度以前の入学生］一般入試（n=39）

④［2020年度以前の入学生］センター入試（n=44）

⑤［2020年度以前の入学生］その他（n=16）

⑥【2021年度以降の入学生】の方はこちら（n=30）

２-３.基礎力伸長度のスコアの回答別平均値グラフ② <３年生>
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●コロナウイルス感染症のマイナスで最も大きいもの影響をみると、「ボランティア活動」と回答した学生は、リテラシー総合、情報分析力、課題発見力、構想力、非言語処理能力
対課題基礎力、課題発見力、実践力が高い。

Q4. あなたが思う新型コロナウイルス感染症によるマイナスの影響として、最も大きいもの【Q3で1～3を選択：①～⑥】【Q3で④を選択：⑦】

対人基礎力 対自己基礎力 対課題基礎力

　

親

和

力

　

協

働

力

　

統

率

力

　

感

情

制

御

力

　

自

信

創

出

力

　

行

動

持

続

力

　

課

題

発

見

力

　

計

画

立

案

力

　

実

践

力

49.9 64.1 54.5 53.1 51.8 55.1 50.9 46.7 48.0 47.7 49.9 49.3 47.4 46.8 48.7 48.1 47.2 48.7 50.1 48.9

49.5 65.4 53.2 52.7 49.5 53.9 48.9 45.5 48.0 46.0 48.9 49.5 46.8 45.4 48.2 46.5 46.3 47.4 49.9 48.4

52.3 65.1 58.8 52.7 55.9 58.4 55.7 49.1 48.6 52.5 50.0 48.7 48.6 49.4 51.7 54.0 49.0 48.5 49.3 49.6

61.6 62.4 64.9 60.0 63.8 56.4 60.1 42.7 44.8 41.8 55.5 50.6 44.3 42.1 37.9 41.7 44.6 55.8 52.8 57.4

37.5 57.3 44.7 49.5 42.3 47.3 38.8 49.9 53.2 49.6 49.5 51.3 49.2 55.0 48.3 48.0 49.3 47.0 49.0 48.7

46.3 61.7 55.7 53.4 46.7 62.5 52.9 45.6 46.3 45.7 53.0 50.4 47.1 45.2 50.4 42.4 47.2 51.7 55.1 48.9

48.2 56.9 41.5 55.1 61.2 46.2 48.3 44.8 43.8 41.6 48.1 45.2 48.4 42.7 41.2 43.5 45.2 51.9 47.5 40.9

51.0 69.3 55.8 64.0 46.5 43.3 38.3 51.5 45.0 46.8 60.3 48.5 43.3 39.0 56.0 40.8 41.8 65.5 58.8 55.3

※n=5以上、無回答を除く

②部活・サークル活動（n=116）

リテラシー コンピテンシー

総

合

情

報

収

集

力

情

報

分

析

力

課

題

発

見

力

構

想

力

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

言

語

Ｓ

Ｐ

Ｉ

・

非

言

語

総

合

対

人

基

礎

力

対

自

己

基

礎

力

対

課

題

基

礎

力

全体（n=409）

①授業への取り組み意欲（n=200）

③ボランティア活動（n=18）

④アルバイト（n=26）

⑤学費の支払い（n=27）

⑥卒業後の進路（n=18）

⑦Q3で「全くそう思わない」を選択した方（n=4）

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

全体（n=409）

①授業への取り組み意欲（n=200）

②部活・サークル活動（n=116）

③ボランティア活動（n=18）

④アルバイト（n=26）

⑤学費の支払い（n=27）

⑥卒業後の進路（n=18）

２-３.基礎力伸長度のスコアの回答別平均値グラフ③ <３年生>
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Q1. 入試形式【2021(令和3)年度以降入学生：①～⑤】 【2020(令和2)年度以前の入学生：⑥】

ｎ数

①【2021年度

以降の入学

生】学校推薦

型入試

②【2021年度

以降の入学

生】総合型入

試

③【2021年度

以降の入学

生】一般入試

④【2021年度

以降の入学

生】共通テスト

利用入試

⑤【2021年度

以降の入学

生】その他

⑥［2020年

度以前の入学

生］の方はこ

ちら

無回答

全体 842 32.4 13.4 5.3 5.7 3.9 39.2 －

1年生 433 53.6 25.2 8.8 10.6 1.8 － －

生涯スポーツ学部 188 52.7 24.5 11.2 9.0 2.7 － －

スポーツ教育学科 151 48.3 25.8 13.9 9.9 2.0 － －

健康福祉学科 37 70.3 18.9 － 5.4 5.4 － －

教育文化学部 245 54.3 25.7 6.9 11.8 1.2 － －

教育学科 142 55.6 28.9 7.0 7.7 0.7 － －

芸術学科 47 46.8 17.0 4.3 31.9 － － －

心理カウンセリング学科 56 57.1 25.0 8.9 5.4 3.6 － －

3年生 409 10.0 1.0 1.7 0.5 6.1 80.7 －

生涯スポーツ学部 181 14.4 1.1 2.2 0.6 7.2 74.6 －

スポーツ教育学科 146 15.8 1.4 2.7 － 8.2 71.9 －

健康福祉学科 35 8.6 － － 2.9 2.9 85.7 －

教育文化学部 228 6.6 0.9 1.3 0.4 5.3 85.5 －

教育学科 132 5.3 1.5 2.3 － 3.8 87.1 －

芸術学科 43 9.3 － － 2.3 4.7 83.7 －

心理カウンセリング学科 53 7.5 － － － 9.4 83.0 －

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)

３.アンケート集計
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Q2. 入試形式【2020(令和2)年度以前の入学生：①～⑤】【2021(令和3)年度以降入学生：⑥】

ｎ数

①［2020年

度以前の入学

生］推薦入試

②［2020年

度以前の入学

生］AO入試

③［2020年

度以前の入学

生］一般入試

④［2020年

度以前の入学

生］センター

入試

⑤［2020年

度以前の入学

生］その他

⑥【2021年度

以降の入学

生】の方はこち

ら

無回答

全体 842 26.8 17.2 5.6 5.5 2.3 42.6 －

1年生 433 16.9 4.2 1.8 0.5 0.7 76.0 －

生涯スポーツ学部 188 19.7 5.9 2.7 1.1 0.5 70.2 －

スポーツ教育学科 151 19.2 6.6 3.3 1.3 0.7 68.9 －

健康福祉学科 37 21.6 2.7 － － － 75.7 －

教育文化学部 245 14.7 2.9 1.2 － 0.8 80.4 －

教育学科 142 14.1 2.1 1.4 － 0.7 81.7 －

芸術学科 47 12.8 2.1 － － － 85.1 －

心理カウンセリング学科 56 17.9 5.4 1.8 － 1.8 73.2 －

3年生 409 37.4 31.1 9.5 10.8 3.9 7.3 －

生涯スポーツ学部 181 38.1 26.0 9.9 10.5 5.0 10.5 －

スポーツ教育学科 146 41.1 23.3 8.9 12.3 3.4 11.0 －

健康福祉学科 35 25.7 37.1 14.3 2.9 11.4 8.6 －

教育文化学部 228 36.8 35.1 9.2 11.0 3.1 4.8 －

教育学科 132 40.9 32.6 9.8 12.1 0.8 3.8 －

芸術学科 43 27.9 34.9 11.6 16.3 7.0 2.3 －

心理カウンセリング学科 53 34.0 41.5 5.7 3.8 5.7 9.4 －

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)

３.アンケート集計
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Q3. あなたの生活で新型コロナウイルス感染症によるマイナスの影響があったと思いますか。

ｎ数

①とてもそう思

う
②まあそう思う

③あまりそう思

わない

④全くそう思わ

ない
無回答 ①＋② ③＋④

全体 842 58.3 34.9 5.5 1.3 － 93.2 6.8

1年生 433 56.1 37.4 4.6 1.8 － 93.5 6.4

生涯スポーツ学部 188 63.8 32.4 3.2 0.5 － 96.2 3.7

スポーツ教育学科 151 66.2 30.5 3.3 － － 96.7 3.3

健康福祉学科 37 54.1 40.5 2.7 2.7 － 94.6 5.4

教育文化学部 245 50.2 41.2 5.7 2.9 － 91.4 8.6

教育学科 142 57.7 34.5 5.6 2.1 － 92.2 7.7

芸術学科 47 38.3 53.2 2.1 6.4 － 91.5 8.5

心理カウンセリング学科 56 41.1 48.2 8.9 1.8 － 89.3 10.7

3年生 409 60.6 32.3 6.4 0.7 － 92.9 7.1

生涯スポーツ学部 181 60.8 32.0 6.6 0.6 － 92.8 7.2

スポーツ教育学科 146 62.3 30.1 6.8 0.7 － 92.4 7.5

健康福祉学科 35 54.3 40.0 5.7 － － 94.3 5.7

教育文化学部 228 60.5 32.5 6.1 0.9 － 93.0 7.0

教育学科 132 64.4 28.0 6.8 0.8 － 92.4 7.6

芸術学科 43 67.4 27.9 4.7 － － 95.3 4.7

心理カウンセリング学科 53 45.3 47.2 5.7 1.9 － 92.5 7.6

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)

３.アンケート集計



Generic SkillsGeneric Skills

215

Q4. あなたが思う新型コロナウイルス感染症によるマイナスの影響として、最も大きいもの

【Q3で①～③を選択：①～⑥】【Q3で④を選択：⑦】

ｎ数

①授業への取

り組み意欲

②部活・サーク

ル活動

③ボランティア

活動
④アルバイト

⑤学費の支払

い

⑥卒業後の進

路

⑦Q3で「全くそう思

わない」を選択した

方はこちらにチェック

してください

無回答

全体 842 40.0 40.3 3.8 6.2 3.3 5.0 1.4 －

1年生 433 31.6 51.5 3.2 6.0 0.2 5.5 1.8 －

生涯スポーツ学部 188 33.5 59.6 1.1 3.2 0.5 2.1 － －

スポーツ教育学科 151 31.1 62.9 1.3 2.0 0.7 2.0 － －

健康福祉学科 37 43.2 45.9 － 8.1 － 2.7 － －

教育文化学部 245 30.2 45.3 4.9 8.2 － 8.2 3.3 －

教育学科 142 29.6 48.6 7.0 9.2 － 2.8 2.8 －

芸術学科 47 29.8 38.3 2.1 6.4 － 17.0 6.4 －

心理カウンセリング学科 56 32.1 42.9 1.8 7.1 － 14.3 1.8 －

3年生 409 48.9 28.4 4.4 6.4 6.6 4.4 1.0 －

生涯スポーツ学部 181 45.9 31.5 2.2 6.1 8.3 5.0 1.1 －

スポーツ教育学科 146 46.6 32.9 1.4 4.1 10.3 4.1 0.7 －

健康福祉学科 35 42.9 25.7 5.7 14.3 － 8.6 2.9 －

教育文化学部 228 51.3 25.9 6.1 6.6 5.3 3.9 0.9 －

教育学科 132 54.5 22.7 5.3 6.1 7.6 3.0 0.8 －

芸術学科 43 58.1 23.3 － 9.3 2.3 7.0 － －

心理カウンセリング学科 53 37.7 35.8 13.2 5.7 1.9 3.8 1.9 －

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)

３.アンケート集計



Generic SkillsGeneric Skills

216

Q5. 部活・サークル活動について

ｎ数

①とても熱心に

取り組んでいる

②熱心に取り

組んでいる

③あまり熱心に

は取り組んでい

ない

④所属してい

ない
無回答 ①＋②

全体 842 26.2 17.0 6.1 50.7 － 43.2

1年生 433 30.7 22.4 3.5 43.4 － 53.1

生涯スポーツ学部 188 51.1 18.1 2.1 28.7 － 69.2

スポーツ教育学科 151 54.3 18.5 1.3 25.8 － 72.8

健康福祉学科 37 37.8 16.2 5.4 40.5 － 54.0

教育文化学部 245 15.1 25.7 4.5 54.7 － 40.8

教育学科 142 18.3 30.3 4.2 47.2 － 48.6

芸術学科 47 10.6 25.5 4.3 59.6 － 36.1

心理カウンセリング学科 56 10.7 14.3 5.4 69.6 － 25.0

3年生 409 21.5 11.2 8.8 58.4 － 32.7

生涯スポーツ学部 181 38.1 13.3 5.0 43.6 － 51.4

スポーツ教育学科 146 45.2 15.1 5.5 34.2 － 60.3

健康福祉学科 35 8.6 5.7 2.9 82.9 － 14.3

教育文化学部 228 8.3 9.6 11.8 70.2 － 17.9

教育学科 132 9.1 10.6 12.9 67.4 － 19.7

芸術学科 43 7.0 7.0 7.0 79.1 － 14.0

心理カウンセリング学科 53 7.5 9.4 13.2 69.8 － 16.9

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)
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Q6. ボランティア活動について

ｎ数

①とても熱心に

取り組んでいる

②熱心に取り

組んでいる

③あまり熱心に

は取り組んでい

ない

④ボランティア

活動をしたこと

がない

無回答 ①＋②

全体 842 9.6 23.0 34.8 32.5 － 32.6

1年生 433 6.2 18.5 34.2 41.1 － 24.7

生涯スポーツ学部 188 6.4 14.4 44.7 34.6 － 20.8

スポーツ教育学科 151 6.0 13.9 45.7 34.4 － 19.9

健康福祉学科 37 8.1 16.2 40.5 35.1 － 24.3

教育文化学部 245 6.1 21.6 26.1 46.1 － 27.7

教育学科 142 9.9 21.8 26.1 42.3 － 31.7

芸術学科 47 2.1 23.4 25.5 48.9 － 25.5

心理カウンセリング学科 56 － 19.6 26.8 53.6 － 19.6

3年生 409 13.2 27.9 35.5 23.5 － 41.1

生涯スポーツ学部 181 13.8 29.8 39.2 17.1 － 43.6

スポーツ教育学科 146 15.1 28.8 39.0 17.1 － 43.9

健康福祉学科 35 8.6 34.3 40.0 17.1 － 42.9

教育文化学部 228 12.7 26.3 32.5 28.5 － 39.0

教育学科 132 17.4 32.6 32.6 17.4 － 50.0

芸術学科 43 2.3 11.6 37.2 48.8 － 13.9

心理カウンセリング学科 53 9.4 22.6 28.3 39.6 － 32.0

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)
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Q7. アルバイトについて

ｎ数

①とても熱心に

取り組んでいる

②熱心に取り

組んでいる

③あまり熱心に

は取り組んでい

ない

④アルバイトを

していない
無回答 ①＋②

全体 842 38.1 28.7 7.0 26.1 － 66.8

1年生 433 36.3 23.3 4.2 36.3 － 59.6

生涯スポーツ学部 188 34.6 22.9 5.3 37.2 － 57.5

スポーツ教育学科 151 33.8 25.2 4.0 37.1 － 59.0

健康福祉学科 37 37.8 13.5 10.8 37.8 － 51.3

教育文化学部 245 37.6 23.7 3.3 35.5 － 61.3

教育学科 142 39.4 26.8 3.5 30.3 － 66.2

芸術学科 47 29.8 25.5 2.1 42.6 － 55.3

心理カウンセリング学科 56 39.3 14.3 3.6 42.9 － 53.6

3年生 409 40.1 34.5 10.0 15.4 － 74.6

生涯スポーツ学部 181 39.8 33.1 12.2 14.9 － 72.9

スポーツ教育学科 146 39.7 35.6 13.0 11.6 － 75.3

健康福祉学科 35 40.0 22.9 8.6 28.6 － 62.9

教育文化学部 228 40.4 35.5 8.3 15.8 － 75.9

教育学科 132 42.4 34.8 9.8 12.9 － 77.2

芸術学科 43 37.2 30.2 11.6 20.9 － 67.4

心理カウンセリング学科 53 37.7 41.5 1.9 18.9 － 79.2

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)
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Q8. 学費の支払いについて不安はありますか。

ｎ数

①全く不安は

ない

②あまり不安

はない

③少し不安で

ある

④とても不安で

ある
無回答 ①＋② ③＋④

全体 842 16.2 24.9 45.2 13.7 － 41.1 58.9

1年生 433 18.0 24.7 46.0 11.3 － 42.7 57.3

生涯スポーツ学部 188 21.3 25.0 44.1 9.6 － 46.3 53.7

スポーツ教育学科 151 21.9 21.9 47.0 9.3 － 43.8 56.3

健康福祉学科 37 18.9 37.8 32.4 10.8 － 56.7 43.2

教育文化学部 245 15.5 24.5 47.3 12.7 － 40.0 60.0

教育学科 142 18.3 26.8 43.7 11.3 － 45.1 55.0

芸術学科 47 10.6 23.4 53.2 12.8 － 34.0 66.0

心理カウンセリング学科 56 12.5 19.6 51.8 16.1 － 32.1 67.9

3年生 409 14.2 25.2 44.5 16.1 － 39.4 60.6

生涯スポーツ学部 181 9.9 24.3 46.4 19.3 － 34.2 65.7

スポーツ教育学科 146 11.0 21.2 46.6 21.2 － 32.2 67.8

健康福祉学科 35 5.7 37.1 45.7 11.4 － 42.8 57.1

教育文化学部 228 17.5 25.9 43.0 13.6 － 43.4 56.6

教育学科 132 15.9 29.5 42.4 12.1 － 45.4 54.5

芸術学科 43 20.9 20.9 46.5 11.6 － 41.8 58.1

心理カウンセリング学科 53 18.9 20.8 41.5 18.9 － 39.7 60.4

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)
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Q9. あなたは卒業後の進路について現在の考え

ｎ数

①はっきりとし

た考えがある

②これから考え

る

③考えているが

はっきりとしてい

ない

④まったく考え

ていない
無回答

全体 842 47.5 10.5 40.0 2.0 －

1年生 433 49.0 11.1 37.2 2.8 －

生涯スポーツ学部 188 48.4 12.8 36.7 2.1 －

スポーツ教育学科 151 51.7 10.6 36.4 1.3 －

健康福祉学科 37 35.1 21.6 37.8 5.4 －

教育文化学部 245 49.4 9.8 37.6 3.3 －

教育学科 142 70.4 4.2 24.6 0.7 －

芸術学科 47 14.9 21.3 55.3 8.5 －

心理カウンセリング学科 56 25.0 14.3 55.4 5.4 －

3年生 409 46.0 9.8 43.0 1.2 －

生涯スポーツ学部 181 43.1 14.9 42.0 － －

スポーツ教育学科 146 47.3 14.4 38.4 － －

健康福祉学科 35 25.7 17.1 57.1 － －

教育文化学部 228 48.2 5.7 43.9 2.2 －

教育学科 132 65.2 6.1 28.0 0.8 －

芸術学科 43 20.9 7.0 65.1 7.0 －

心理カウンセリング学科 53 28.3 3.8 66.0 1.9 －

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)
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Q10. 卒業後、社会人になることについてどのように感じますか。

ｎ数

①とても楽しみ

だ
②まあ楽しみだ

③あまり楽しみ

でない

④全く楽しみで

ない
無回答 ①＋② ③＋④

全体 842 16.4 48.6 25.8 9.3 － 65.0 35.1

1年生 433 18.7 50.6 24.0 6.7 － 69.3 30.7

生涯スポーツ学部 188 19.1 53.2 22.3 5.3 － 72.3 27.6

スポーツ教育学科 151 20.5 51.7 22.5 5.3 － 72.2 27.8

健康福祉学科 37 13.5 59.5 21.6 5.4 － 73.0 27.0

教育文化学部 245 18.4 48.6 25.3 7.8 － 67.0 33.1

教育学科 142 23.9 52.1 20.4 3.5 － 76.0 23.9

芸術学科 47 12.8 48.9 29.8 8.5 － 61.7 38.3

心理カウンセリング学科 56 8.9 39.3 33.9 17.9 － 48.2 51.8

3年生 409 13.9 46.5 27.6 12.0 － 60.4 39.6

生涯スポーツ学部 181 17.7 47.0 24.9 10.5 － 64.7 35.4

スポーツ教育学科 146 19.2 48.6 24.0 8.2 － 67.8 32.2

健康福祉学科 35 11.4 40.0 28.6 20.0 － 51.4 48.6

教育文化学部 228 11.0 46.1 29.8 13.2 － 57.1 43.0

教育学科 132 13.6 51.5 26.5 8.3 － 65.1 34.8

芸術学科 43 11.6 23.3 39.5 25.6 － 34.9 65.1

心理カウンセリング学科 53 3.8 50.9 30.2 15.1 － 54.7 45.3

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)

３.アンケート集計



Generic SkillsGeneric Skills

222

Q11. あなたは現在、全体として北翔大学に満足していますか。

ｎ数

①大変満足し

ている

②満足してい

る

③あまり満足し

ていない

④満足してい

ない
無回答 ①＋② ③＋④

全体 842 13.3 62.9 19.0 4.8 － 76.2 23.8

1年生 433 17.1 69.1 11.3 2.5 － 86.2 13.8

生涯スポーツ学部 188 14.4 66.0 16.5 3.2 － 80.4 19.7

スポーツ教育学科 151 16.6 64.2 16.6 2.6 － 80.8 19.2

健康福祉学科 37 5.4 73.0 16.2 5.4 － 78.4 21.6

教育文化学部 245 19.2 71.4 7.3 2.0 － 90.6 9.3

教育学科 142 22.5 69.7 4.9 2.8 － 92.2 7.7

芸術学科 47 19.1 68.1 10.6 2.1 － 87.2 12.7

心理カウンセリング学科 56 10.7 78.6 10.7 － － 89.3 10.7

3年生 409 9.3 56.5 27.1 7.1 － 65.8 34.2

生涯スポーツ学部 181 11.0 50.8 29.3 8.8 － 61.8 38.1

スポーツ教育学科 146 11.0 47.9 31.5 9.6 － 58.9 41.1

健康福祉学科 35 11.4 62.9 20.0 5.7 － 74.3 25.7

教育文化学部 228 7.9 61.0 25.4 5.7 － 68.9 31.1

教育学科 132 6.1 64.4 24.2 5.3 － 70.5 29.5

芸術学科 43 2.3 55.8 34.9 7.0 － 58.1 41.9

心理カウンセリング学科 53 17.0 56.6 20.8 5.7 － 73.6 26.5

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)

３.アンケート集計



Generic SkillsGeneric Skills

223

Q12. 北翔大学の教育内容の満足度

ｎ数

①大変満足し

ている

②満足してい

る

③あまり満足し

ていない

④満足してい

ない
無回答 ①＋② ③＋④

全体 842 15.8 64.6 16.6 3.0 － 80.4 19.6

1年生 433 20.8 67.9 10.2 1.2 － 88.7 11.4

生涯スポーツ学部 188 13.3 67.0 18.6 1.1 － 80.3 19.7

スポーツ教育学科 151 12.6 66.9 19.9 0.7 － 79.5 20.6

健康福祉学科 37 16.2 67.6 13.5 2.7 － 83.8 16.2

教育文化学部 245 26.5 68.6 3.7 1.2 － 95.1 4.9

教育学科 142 26.1 70.4 2.1 1.4 － 96.5 3.5

芸術学科 47 27.7 63.8 6.4 2.1 － 91.5 8.5

心理カウンセリング学科 56 26.8 67.9 5.4 － － 94.7 5.4

3年生 409 10.5 61.1 23.5 4.9 － 71.6 28.4

生涯スポーツ学部 181 9.4 56.4 28.2 6.1 － 65.8 34.3

スポーツ教育学科 146 8.2 53.4 30.8 7.5 － 61.6 38.3

健康福祉学科 35 14.3 68.6 17.1 － － 82.9 17.1

教育文化学部 228 11.4 64.9 19.7 3.9 － 76.3 23.6

教育学科 132 9.8 65.9 21.2 3.0 － 75.7 24.2

芸術学科 43 4.7 60.5 30.2 4.7 － 65.2 34.9

心理カウンセリング学科 53 20.8 66.0 7.5 5.7 － 86.8 13.2

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)
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Q13. あなたは授業にどのように取り組んでいますか。

ｎ数

①とても熱心に

取り組んでいる

②熱心に取り

組んでいる

③あまり熱心に

取り組んでいな

い

④熱心に取り

組んでいない
無回答 ①＋② ③＋④

全体 842 23.2 65.8 10.1 1.0 － 89.0 11.1

1年生 433 28.2 64.0 7.6 0.2 － 92.2 7.8

生涯スポーツ学部 188 25.0 63.3 11.7 － － 88.3 11.7

スポーツ教育学科 151 27.2 63.6 9.3 － － 90.8 9.3

健康福祉学科 37 16.2 62.2 21.6 － － 78.4 21.6

教育文化学部 245 30.6 64.5 4.5 0.4 － 95.1 4.9

教育学科 142 39.4 57.0 3.5 － － 96.4 3.5

芸術学科 47 25.5 72.3 2.1 － － 97.8 2.1

心理カウンセリング学科 56 12.5 76.8 8.9 1.8 － 89.3 10.7

3年生 409 17.8 67.7 12.7 1.7 － 85.5 14.4

生涯スポーツ学部 181 19.3 66.9 11.6 2.2 － 86.2 13.8

スポーツ教育学科 146 17.1 67.1 13.0 2.7 － 84.2 15.7

健康福祉学科 35 28.6 65.7 5.7 － － 94.3 5.7

教育文化学部 228 16.7 68.4 13.6 1.3 － 85.1 14.9

教育学科 132 15.9 69.7 12.9 1.5 － 85.6 14.4

芸術学科 43 11.6 67.4 18.6 2.3 － 79.0 20.9

心理カウンセリング学科 53 22.6 66.0 11.3 － － 88.6 11.3

学

年

・

学

部

学

科

別

全体

0

20

40

60

80

100

n≧30の場合

50.0 全体＋10ポイント以上

50.0 全体－10ポイント以下

(%)
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Q14. あなたは授業以外に一日平均でどのくらい学習していますか。

ｎ数

①3時間以上
②2時間〜3

時間

③1時間〜2

時間
④1時間程度 ⑤していない 無回答

全体 842 3.9 12.4 24.6 36.0 23.2 －

1年生 433 3.0 11.5 25.4 34.9 25.2 －

生涯スポーツ学部 188 2.1 8.5 23.4 35.6 30.3 －

スポーツ教育学科 151 2.0 8.6 24.5 37.1 27.8 －

健康福祉学科 37 2.7 8.1 18.9 29.7 40.5 －

教育文化学部 245 3.7 13.9 26.9 34.3 21.2 －

教育学科 142 3.5 18.3 26.8 35.9 15.5 －

芸術学科 47 4.3 4.3 27.7 31.9 31.9 －

心理カウンセリング学科 56 3.6 10.7 26.8 32.1 26.8 －

3年生 409 4.9 13.2 23.7 37.2 21.0 －

生涯スポーツ学部 181 3.9 14.4 21.0 44.2 16.6 －

スポーツ教育学科 146 4.1 15.8 19.9 42.5 17.8 －

健康福祉学科 35 2.9 8.6 25.7 51.4 11.4 －

教育文化学部 228 5.7 12.3 25.9 31.6 24.6 －

教育学科 132 5.3 14.4 31.1 34.8 14.4 －

芸術学科 43 14.0 9.3 7.0 27.9 41.9 －

心理カウンセリング学科 53 － 9.4 28.3 26.4 35.8 －
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Q15. あなたは教員に親近感を感じますか。

ｎ数

①とても感じて

いる

②やや感じてい

る

③あまり感じて

いない

④まったく感じ

ない
無回答 ①＋② ③＋④

全体 842 16.3 48.5 29.1 6.2 － 64.8 35.3

1年生 433 15.0 46.0 33.5 5.5 － 61.0 39.0

生涯スポーツ学部 188 13.3 40.4 38.3 8.0 － 53.7 46.3

スポーツ教育学科 151 11.3 40.4 41.1 7.3 － 51.7 48.4

健康福祉学科 37 21.6 40.5 27.0 10.8 － 62.1 37.8

教育文化学部 245 16.3 50.2 29.8 3.7 － 66.5 33.5

教育学科 142 13.4 47.2 35.9 3.5 － 60.6 39.4

芸術学科 47 21.3 55.3 21.3 2.1 － 76.6 23.4

心理カウンセリング学科 56 19.6 53.6 21.4 5.4 － 73.2 26.8

3年生 409 17.6 51.1 24.4 6.8 － 68.7 31.2

生涯スポーツ学部 181 12.7 48.6 28.2 10.5 － 61.3 38.7

スポーツ教育学科 146 8.2 48.6 32.2 11.0 － 56.8 43.2

健康福祉学科 35 31.4 48.6 11.4 8.6 － 80.0 20.0

教育文化学部 228 21.5 53.1 21.5 3.9 － 74.6 25.4

教育学科 132 19.7 52.3 25.0 3.0 － 72.0 28.0

芸術学科 43 18.6 65.1 14.0 2.3 － 83.7 16.3

心理カウンセリング学科 53 28.3 45.3 18.9 7.5 － 73.6 26.4
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Q16. 大学生での学びが将来仕事をしていくうえで必要な能力向上につながっていると思いますか。

ｎ数

①とてもそう思

う
②まあそう思う

③あまりそう思

わない

④全くそう思わ

ない
無回答 ①＋② ③＋④

全体 842 45.2 45.8 7.1 1.8 － 91.0 8.9

1年生 433 58.2 39.0 2.3 0.5 － 97.2 2.8

生涯スポーツ学部 188 53.7 42.6 3.7 － － 96.3 3.7

スポーツ教育学科 151 55.0 41.7 3.3 － － 96.7 3.3

健康福祉学科 37 48.6 45.9 5.4 － － 94.5 5.4

教育文化学部 245 61.6 36.3 1.2 0.8 － 97.9 2.0

教育学科 142 72.5 25.4 0.7 1.4 － 97.9 2.1

芸術学科 47 46.8 51.1 2.1 － － 97.9 2.1

心理カウンセリング学科 56 46.4 51.8 1.8 － － 98.2 1.8

3年生 409 31.5 53.1 12.2 3.2 － 84.6 15.4

生涯スポーツ学部 181 24.9 55.8 15.5 3.9 － 80.7 19.4

スポーツ教育学科 146 26.0 53.4 15.8 4.8 － 79.4 20.6

健康福祉学科 35 20.0 65.7 14.3 － － 85.7 14.3

教育文化学部 228 36.8 50.9 9.6 2.6 － 87.7 12.2

教育学科 132 35.6 54.5 8.3 1.5 － 90.1 9.8

芸術学科 43 20.9 58.1 16.3 4.7 － 79.0 21.0

心理カウンセリング学科 53 52.8 35.8 7.5 3.8 － 88.6 11.3
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